
令和８年度　第１回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

 

日時　　令和８年８月６日（木） 

10 時 0０分～正午 

場所　　倉吉市役所第２庁舎　会議室 303 

 

 

１．　開会 

 

２．　あいさつ 

 

３．　会長・副会長選出 

 

４．　議事 

　　　　（１）　第９期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗状況について 

　　　　（２）　令和７年度介護保険事業特別会計決算について 

　　　　（３）　令和８年度介護保険事業特別会計予算について 

　　　　（４）　令和７年度の介護事業所の開設と今後の施設整備について 

　　　　（５）　第１０期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定について 

　　　　（６）　その他協議事項 

　 

５．　閉会 

 

 

 

 

【資料１】　倉吉市いきいき長寿社会推進協議会委員名簿 

【資料２】　倉吉市いきいき長寿社会推進協議会設置要綱 

【資料３】　各施策の進捗状況管理シート 

【資料４】　令和７年度介護保険事業特別会計決算書 

【資料５】　令和８年度介護保険事業特別会計予算書 

【資料６】　令和７年度の介護事業所の開設と今後の施設整備 

【資料７】　倉吉市地域包括ケア推進計画 

（第１０期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画）の策定について 
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
目
標
１
　
地
域
で
互
い
に
支
え
合
い

、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

 

 
施
策
１
　
在
宅
生
活
支
援
体
制
の
確
立

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
（
事
業
）
 

１
 生

活
支
援
の
体
制
づ
く
り
の
促
進
 

２
 高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

３
 安

心
・
安
全
対
策
、
災
害
・
感
染
症

対
策
に
係
る
体
制
整
備

 
４

 
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

適
正

な
運
営

 
（
計
画
書

P4
4～

P4
9）

１
 生

活
支
援
の
体
制
づ
く
り
の
促
進
 

○
生

活
支

援
コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

（
Ｓ
Ｃ

）
が
、

地
域
の

サ
ロ
ン

活
動

へ
の

参
加
や
地

域
ケ
ア

会
議
な

ど
へ
の

出
席
を

通
し
て

、
高
齢

者
の

生
活

課
題
の
把

握
に
努

め
た
。
 

○
地

域
の

相
談
窓

口
が
１

か
所
新

規
開
設

さ
れ
た

。（
西
郷
）
 

○
市

全
域

の
課
題

の
把
握

、
解
決

に
向
け

て
第
１

層
の
協

議
体
を

開
催

し
、

地
域
で
の

生
活
支

援
サ
ー

ビ
ス
に

関
す
る

課
題
に

つ
い
て

の
共

有
と

今
後
に
向

け
て
の

意
見
交

換
を
実

施
し
た

。

１
 生

活
支
援
の
体
制
づ
く
り
の
促
進
 

○
Ｓ

Ｃ
が

中
心

と
な

り
、
地

域
課

題
を

整
理
・
分

析
し

、
き

め
細

か
く

地

域
に

参
画

す
る

こ
と

で
、

地
域

が
主

体
的

に
取

組
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
な

体
制

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
話

し
合

い
の

場
（

第
２

層
協

議
体

）
の

未
設

置
地

区
（

明
倫
・
社

）
の

解
消

。
 

○
第

１
層

協
議

体
で

の
市

全
体

に
及

ぶ
課

題
の

解
決

。

 
（
指
標
）
 

以
下
を
現

状
よ
り

向
上

さ
せ

る
。
 

○
高
齢
者

に
関
す

る
相

談
件

数
（

件
）
 

　
令
和
４

年
度
　

66
0
件

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

69
2
件
 

　
令
和
７

年
度
　

91
2
件
 

 ○
高

齢
期

も
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち

と
思
う
市

民
の
割

合
（

％
）
 

　
令
和
４

年
度
　

54
.
6％

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

44
.
3％

 

　
令
和
７

年
度
　

44
.
2％

 

 

２
 高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

○
地

区
の

意
向
に

合
わ
せ

た
参
集

型
の
敬

老
事
業

・
記
念

品
贈
呈

等
の

取
組

へ
支
援
を

行
っ
た

。
 

・
敬

老
事
業

対
象
者

　
在
宅

9
,
27

0
人
、
施

設
24

6
人
 

・
1
0
0
歳
以

上
8
1
人
（

う
ち
新

10
0
歳

33
人
）
　

最
高
齢

10
6
歳
 

○
聴

力
低

下
に
よ

り
日
常

生
活
に

支
障
が

出
て
い

る
高
齢

者
を
対

象
に

し
た

補
聴
器
の

購
入
費

補
助
制

度
を
開

始
し
２

年
目
。
 

・
補

助
実
績

　
9
0
件
（

令
和

6
年
度

6
5
件

）
 

○
介

護
保

険
外
の

事
業
を

継
続
し

て
実
施

し
在
宅

生
活
を

支
援
し

た
。
 

・
配

食
サ
ー

ビ
ス
事

業
　
利

用
者
数

1
3
6
人

　
1
6,

1
85

食
 

・
家

族
介
護

用
品
購

入
費
助

成
事
業

　
利
用

者
数

3
2
人
 

・
軽

度
生
活
援

助
事
業

　
利
用

者
延

7
5
人

　
延

8
7
7
時
間
 

○
生

活
管

理
指
導

短
期
宿

泊
事
業

を
実
施

し
、
生

活
習
慣

等
の
指

導
を

行
い

、
体
調
の

調
整
を

図
っ
た

。
 

・
生

活
管

理
指
導

短
期
宿

泊
事
業

　
利
用

者
数

1
3
人

　
延

1
8
5
日

２
 高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

○
既

存
の

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

減
少

の
要

因
や

、
ニ

ー
ズ

の
分

析
等

を

行
い

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

や
、

既
存

サ
ー

ビ
ス

の
見

直
し

を
検

討
す

る
。

4

sumiy
テキストボックス
資料３




倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
  

３
 安

心
・
安
全
対
策
、
災
害
・
感
染
症
対
策
に
係
る
体
制
整
備
 

○
必

要
と

さ
れ
る

方
に
対

し
緊
急

通
報
シ

ス
テ
ム

の
設
置

を
行
っ

た
。
 

　
・

令
和

７
年
度

末
　
設

置
台
数

44
台
 

○
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

新
規

作
成

と
既

登
録

者
の

定
期

的
な

見

直
し

を
行

い
、

名
簿

情
報

を
民

生
児

童
委

員
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に
共
有

し
た
。

３
 安

心
・
安
全
対
策
、
災
害
・
感
染
症
対
策
に
係
る
体
制
整
備
 

○
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
の

利
用

者
が

減
少

傾
向

に
あ

る
。
 

(
R
5
年

度
:
69

件
　

R
6
年

度
:
6
3
件

　
R7

年
度

:4
4
件

)。
 

初
期

費
用

の
高

騰
、

連
絡

員
の

確
保

の
困

難
さ

、
固

定
電

話
の

減
少

な
ど

が
利

用
者

減
少

の
要

因
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

制
度

・
シ

ス
テ

ム
の

見
直

し
。
 

○
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

に
つ

い
て

、
調

査
を

依
頼

し
て

い

る
民

生
委

員
の

負
担

が
大

き
い

こ
と

、
対

象
者

か
ら

調
査

の
協

力
が

得
ら

れ
な

い
こ

と
な

ど
の

課
題

が
あ

る
た

め
、

負
担

を
軽

減
し

、
実

効
性

の
あ

る
調

査
と

な
る

よ
う

調
査

内
容

・
方

法
の

改
善

を
検

討
。
 

 
４
 地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
正
運
営
 

○
包

括
的

な
相
談

窓
口
と

し
て
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

を
運
営

委
託

し
た

。
 

・
延

相
談
件

数
　
2
0
,4

4
3
件
 

○
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
だ
け

で
は
解

決
で
き

な
い
問

題
等
に

つ
い

て
、

警
察
・
あ

ん
し
ん

相
談
支

援
セ
ン

タ
ー
等

他
機
関

と
協
力

す
る

こ
と

で
問
題
解

決
へ
向

け
支
援

し
た
。
 

○
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
の
自

己
評
価

及
び
ヒ

ア
リ
ン

グ
を
行

い
、

よ
り

き
め
細
か

い
包
括

的
支
援

業
務
が

行
え
る

よ
う
、

現
状
及

び
課

題
の

把
握
を
行

っ
た
。
 

４
 地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
正
運
営
 

○
複

合
的

な
課

題
を

抱
え

た
世

帯
が

増
加

し
て

お
り

、
重

層
的

支
援

体

制
整

備
事

業
に

よ
る

総
合

相
談

窓
口

機
能

及
び

支
援

機
能

の
強

化
に

よ
り

、
関

係
機

関
で

の
連

携
が

重
要

。
 

○
相

談
者

の
増

加
や

相
談

内
容

の
多

様
化

か
ら

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン

タ
ー

に
求

め
ら

れ
る

役
割

が
増

大
し

て
い

る
た

め
、
体

制
の

強
化

や
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

力
を

調
整

す
る

こ
と

で
、

業
務

負
担

の
軽

減
を

図
る

必
要

が
あ

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
目
標
１
　
地
域
で
互
い
に
支
え
合
い

、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

 

 

 
施
策
２
　
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
（
事
業
）
 

１
 伯

耆
し
あ
わ
せ
の
郷
事
業
の
実
施
 

２
 老

人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
 

３
 
身

近
な

通
い

の
場

・
サ

ロ
ン

活
動

の
促
進

 
４
 高

齢
者
の
就
労
的
活
動
の
支
援

 
５
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

 
（
計
画
書

P5
0～

P5
2）

 

１
 伯

耆
し
あ
わ
せ
の
郷
事
業
の
実
施
 

○
指

定
管

理
者

に
運

営
委

託
し

、
高

齢
者

を
中

心
と

し
た

地
域

住
民

の

生
活

文
化
の
向

上
及
び

健
康
増

進
を
図

る
事
業

を
実
施

し
た
。
 

○
教

室
の

内
容

を
見

直
し

、
受

講
者

の
多

い
教

室
の

開
催

回
数

を
増

や

す
等

工
夫
を
行

い
、
利

用
者
数

が
増
加

し
て
い

る
。
 

・
利

用
者
数

　
7
1,

3
73

人
（
R
6
　
5
3,

6
27

人
）
 

○
施

設
の

利
便
性

を
高
め

る
た
め

、
ト
イ

レ
の
洋

式
化
工

事
を
行

っ
た

。

（
ラ

ウ
ン
ジ
前

・
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
ル
ー

ム
前
）
 

　
※

R
8
も

実
施
（

小
会
議

室
横
・

多
目
的

活
動
室

横
・
大

会
議
室

横
）
 

１
 伯

耆
し
あ
わ
せ
の
郷
事
業
の
実
施
 

○
施

設
の

老
朽

化
に

よ
り

、
改

修
が

必
要

な
箇

所
が

増
え

て
き

て
い

る

た
め

、
計

画
的

な
補

修
が

必
要

。
 

 
（
指
標
）
 

以
下
を
現

状
よ
り

向
上

さ
せ

る
。
 

○
伯

耆
し

あ
わ

せ
の

郷
教

室
の

高
齢

受

講
者
（
人

）
 

　
令
和
４

年
度
　

2,
1
63

人
（

現
状

）
 

　
令
和
６

年
度
　

2,
4
44

人
 

　
令
和
７

年
度
　

2,
4
41

人
 

 ○
老
人
ク

ラ
ブ
加

入
者

数
（

人
）
 

　
令
和
４

年
度
　

1,
7
96

人
（

現
状

）
 

　
令
和
６

年
度
　

1,
5
93

人
 

　
令
和
７

年
度
　

1,
5
09

人
 

２
 老

人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
 

○
高

齢
者

の
生

き
が

い
や

健
康

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
老

人
ク

ラ

ブ
活

動
に
対
し

補
助
金

の
交
付

及
び
活

動
支
援

を
行
っ

た
。
 

・
1
連
合
会

、
3
9
ク

ラ
ブ
　

1,
5
09

人
　
（

R8
.
3.

3
1
現

在
）

２
 老

人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
 

○
会

員
数

が
減

少
し

、
役

員
・
世

話
人

な
ど

の
後

継
者

不
足

の
た

め
、
ク

ラ
ブ

数
も

減
少

し
て

い
き

て
い

る
。

会
員

増
加

、
役

員
や

運
営

の
担

い

手
育

成
等

の
活

動
へ

の
支

援
を

行
い

、
継

続
的

に
安

定
し

た
活

動
が

で

き
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

が
必

要
。

 
３
 身

近
な
通
い
の
場
・
サ
ロ
ン
活
動
の
促
進
 

○
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
り

サ
ロ

ン
活

動
の

運
営

支
援

や

立
ち

上
げ
支
援

を
行
っ

た
。
 

・
新

規
集
落
サ

ロ
ン
　

6
サ

ロ
ン
（

R8
.
3.

3
1
時
点

10
4
サ

ロ
ン

）
 

○
サ

ロ
ン

の
実

態
を

把
握

し
、

情
報

を
ま

と
め

た
地

域
資

源
マ

ッ
プ

を

作
成

し
、
関
係

者
に
配

布
し
た

。
 

○
サ

ロ
ン

交
流
会

を
実
施

し
た
。

３
 身

近
な
通
い
の
場
・
サ
ロ
ン
活
動
の
促
進
 

○
世

話
人

な
ど

の
後

継
者

不
足

に
よ

り
、

休
止

や
廃

止
さ

れ
る

サ
ロ

ン

が
多

く
、

活
動

継
続

へ
の

支
援

が
引

き
続

き
必

要
。
 

　
・

R7
年

度
廃

止
集

落
サ

ロ
ン

　
7
サ

ロ
ン
 

　
・

休
止

中
集

落
サ

ロ
ン

　
12

サ
ロ

ン
 

○
サ

ロ
ン

交
流

会
等

を
継

続
し

、
活

動
を

支
え

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構

築
を

支
援

す
る

。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
○

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

会
員

数

（
人
）
 

　
令
和
４

年
度
　

24
8
人

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

26
3
人
 

　
令
和
７

年
度
　

25
9
人
 

 ○
介

護
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
者

数

（
人
）
 

　
令
和
４

年
度
　

12
3
人

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

12
2
人
 

　
令
和
７

年
度
　

11
4
人
 

 ○
地

域
に

お
い

て
何

か
活

動
し

て
い

る

人
の
割

合
（
％

）
 

　
令
和
４

年
度
　

27
.
6％

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

25
.
7％

 

　
令
和
７

年
度
　

28
.
2％

 

４
 高

齢
者
の
就
労
的
活
動
の
支
援
 

○
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
へ

補
助

金
を

交
付

し
、

運
営

を
支

援
す

る

こ
と

で
、

高
齢

者
の

就
労

機
会

の
確

保
と

、
社

会
参

加
の

促
進

支
援

を
行

っ
た
。
 

・
会

員
数

2
59

人
（

R8
.
3.

3
1
現
在

）
 

○
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
へ

補
助

金
を

交
付

し
て

い
る

軽
度

生
活

援

助
事

業
に
つ
い

て
、
チ

ラ
シ
を

用
い
て

事
業
の

周
知
の

を
図
っ

た
。
 

　
・
（

参
考
）

延
利
用

者
数

7
5
人

　
延
利

用
時
間

87
7
時

間

４
 高

齢
者
の
就
労
的
活
動
の
支
援
 

○
高

齢
と

な
っ

て
も

就
労

を
続

け
る

人
が

多
く

、
会

員
数

が
減

少
し

て

き
て

い
る

。
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
へ

の
補

助
を

継
続

し
、

運
営

の
安

定
化

を
支

援
す

る
こ

と
が

必
要

。
 

○
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

と
連

携
し

、
会

員
増

加
・

取
組

の

創
出

に
向

け
た

支
援

を
行

う
。
 

○
軽

度
生

活
援

助
事

業
を

住
民

・
関

係
機

関
等

へ
広

く
周

知
す

る
こ

と

で
利

用
者

の
増

加
を

図
る

。

 
５
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
 

○
介

護
支

援
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
事
業

の
周
知
（
市
報
・
チ
ラ
シ

）
と
研
修

会

を
実

施
し
た
。
 

受
入

施
設
：
4
3
カ
所
（

令
和
７

年
度
　

増
減
０

）
 

登
録

人
数
：
1
1
4
人

（
令
和

７
年
度

　
新
規

登
録
３

人
）
 

５
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
 

○
介

護
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

つ
い

て
、

登
録

者
数

が
減

少
し

て
い

る

た
め

、
事

業
の

周
知

や
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
の

研
修

会
を

継
続

し
、

登
録

者
数

の
拡

大
を

図
る

必
要

が
あ

る
。
 

○
施

設
に

対
し

、
新

規
受

入
や

受
入

再
開

を
働

き
か

け
、

活
動

場
所

の

拡
大

を
図

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た

、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 

 
施
策
３
　
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
介
護
予
防
の
充
実

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
（
事
業
）
 

１
 高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
 

２
 
介

護
予

防
の

意
識

啓
発

・
広

報
と

機
会
拡
充
 

３
 介

護
予
防
の
機
能
強
化

 
４

 
軽

度
認

定
者

へ
の

自
立

支
援

・
重

度
化
防
止
に
資
す
る
取
組

 
（
計
画
書

P5
3～

P5
5）

 

１
 高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
 

○
庁

内
の

連
携
体

制
（
健

康
推
進

課
・
保

険
年
金

課
）
を

構
築
し

、
保

健
事

業
と
介
護

予
防
事

業
を
一

体
的
に

実
施
。

集
落
サ

ロ
ン
等

で
健

康
教

室
や
健
康

相
談
を

行
っ
た

。
令
和

６
年
度

の
５
地

区
か
ら

、
全

13
地

区
に
拡
大

し
た

。（
ポ

ピ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
ア
プ

ロ
ー
チ

）
 

　
・

実
績

　
5
3
回

　
延

5
70

人
 

○
健

診
と

そ
の
後

の
重
症

化
予
防

（
高
血

圧
症
）

及
び
健

康
状
態

不
明

者
に

訪
問
指
導

等
を
行

っ
た

。（
ハ

イ
リ
ス

ク
ア
プ

ロ
ー
チ

）
 

　
受

診
が

必
要
な

方
に
つ

い
て
、

主
治
医

連
絡
票

を
拡
張

し
て
受

診
率

の
向

上
を
図
っ

た
。
 

　
・

実
績

　
重
症

化
予
防

31
人
・
健

康
状
態

不
明
者

68
人

１
 高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
 

○
健

康
診

査
受

診
・

血
圧

管
理

の
重

要
性

を
啓

発
す

る
た

め
、

通
い

の

場
（

集
落

サ
ロ

ン
等

）
で

の
健

康
教

育
や

健
康

相
談

の
機

会
を

さ
ら

に
増

や
す

こ
と

が
必

要
。
 

○
健

診
受

診
率

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
モ

デ
ル

的
な

受
診

勧

奨
の

通
知

等
を

実
施

す
る

。

 
（
指
標
）
 

以
下
を
現

状
よ
り

向
上

さ
せ

る
。
 

○
通
い
の

場
の
開

設
個

所
数

（
か

所
）
 

　
令
和
４

年
度
　

11
5
か

所
（

現
状

）
 

　
令
和
６

年
度
　

98
か

所
 

　
令
和
７

年
度
　

10
4
か

所
 

○
通
い
の

場
の
参

加
者

数
（

人
）
 

　
令
和
４

年
度
　

1,
5
48

人
（

現
状

）
 

　
令
和
６

年
度
　

1,
1
15

人
 

　
令
和
７

年
度
　

1,
1
40

人
 

２
 介

護
予
防
の
意
識
啓
発
・
広
報
と
機
会
拡
充
 

○
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
や
Ｓ

Ｃ
と
連

携
し
て

、
介
護

予
防
教

室
を

未
実

施
の
サ
ロ

ン
や
自

治
公
民

館
に
働

き
か
け

、
介
護

予
防
教

室
の

開
催

へ
繋
げ
た

。
食
生

活
改
善

推
進
員

や
リ
ハ

ビ
リ
専

門
職
と

協
働

し
、

栄
養
面
や

運
動
面

の
指
導

を
実
施

し
た
。
 

　
・

介
護

予
防
教

室
　
2
2
8
回

、
延

2
,9

1
4
人
 

・
基

本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
、
体

力
測
定

　
延

6
8
7
人
 

健
康

教
育
　

12
1
回
、
健

康
相
談

　
延

1
54

人
 

○
な

ご
も

う
会
を

市
内

1
3
地

区
で
毎

月
２
回

実
施
し

た
ほ
か

、
元

気

あ
っ

ぷ
教
室
を

実
施
し

、
介
護

予
防
の

促
進
を

継
続
し

た
。
市

報
等

で
周

知
を
図
っ

た
。
 

・
な

ご
も
う
会

28
0
回

　
参
加

実
人
数

19
4
人

　
延

3
,
14

6
人
 

・
元

気
あ
っ
ぷ

教
室
　

参
加
実

人
数

2
4
人

　
延

4
0
人

２
 介

護
予
防
の
意
識
啓
発
・
広
報
と
機
会
拡
充
 

○
要

介
護

状
態

へ
の

移
行

を
予

防
す

る
た

め
、

介
護

予
防

の
機

会
を

増

や
す

必
要

が
あ

る
。
 

○
サ

ロ
ン

に
参

加
し

て
い

な
い

方
も

参
加

で
き

る
形

で
の

介
護

予
防

教

室
の

拡
充

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
市

直
営

の
一

般
介

護
予

防
事

業
で

あ
る

、
な

ご
も

う
会

の
参

加
者

を

増
や

す
た

め
、

活
動

内
容

が
わ

か
る

チ
ラ

シ
を

作
成

す
る

な
ど

、
周

知
方

法
の

改
善

を
図

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
○

介
護
予

防
教
室

の
参

加
者

数
（

人
）
 

　
令
和
４

年
度
　

2,
5
43

人
（

現
状

）
 

　
令
和
６

年
度
　

2,
2
95

人
 

　
令
和
７

年
度
　

2,
9
14

人
 

○
要
介
護
・
要
支
援

認
定

と
な

っ
た

市
民

の
割
合
（

％
）
 

　
令
和
４

年
度
　

17
.
7％

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

18
.
0％

 

　
令
和
７

年
度
　

18
.
1％

 

○
要

介
護

２
以

上
と

な
っ

た
市

民
の

割

合
（
％
）
 

　
令
和
４

年
度
　

9.
4
％

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

9.
2
％
 

　
令
和
７

年
度
　

9.
4
％
 

３
 介

護
予
防
の
機
能
強
化
 

○
通

い
の

場
（
な

ご
も
う

会
・
集

落
サ
ロ

ン
等
）

に
お
い

て
、
意

向
に

沿
っ

た
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ
ン

専
門
職

を
派
遣

し
、
参

加
者
へ

講

義
・

指
導
を
行

っ
た
。
 

○
鳥

取
県

総
合
事

業
支
援

員
と
県

と
共
に

、
新
た

な
サ
ー

ビ
ス
の

創
設

（
短

期
集
中
予

防
サ
ー

ビ
ス
）

に
つ
い

て
、
先

進
事
例

の
研
究

を
行

う
な

ど
、
準
備

を
進
め

た
。
 

○
フ

レ
イ

ル
チ
ェ

ッ
ク
シ

ス
テ
ム

を
用
い

、
介
護

予
防
教

室
の
参

加
者

の
フ

レ
イ
ル
状

態
や
、

機
能
評

価
を
行

い
、
効

果
的
な

介
護
予

防
へ

活
用

し
た
。

３
 介

護
予
防
の
機
能
強
化
 

○
Ｓ

Ｃ
 

や
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

協
力

し
、
通

い
の

場
（

な
ご

も
う

会
・
集

落
サ

ロ
ン

等
）

で
の

介
護

予
防

を
引

き
続

き
促

進
す

る
。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
専

門
職

の
介

入
の

機
会

を
増

や
す

た
め

、
協

力
団

体
の

名
簿

を
作

成
し

、
サ

ロ
ン

等
へ

提
供

す
る

。
 

○
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

（
短

期
集

中
予

防
サ

ー
ビ

ス
）

の
創

設
。
 

 

 
４
 軽

度
認
定
者
へ
の
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
取
組
み
 

○
軽

度
認

定
者
が

住
み
慣

れ
た
地

域
で
生

活
を
続

け
ら
れ

る
よ
う

、
介

護
予

防
・
総
合

事
業
の

対
象
者

に
対
し

て
、
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ

ー
が

ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
支
援

を
行
っ

た
。
 

○
支

援
困

難
事
例

に
関
す

る
地
域

ケ
ア
会

議
（
困

難
事
例

等
）
の

ほ

か
、

高
齢
者
の

自
立
に

向
け
た

ケ
ア
プ

ラ
ン
を

作
成
す

る
た
め

、
多

職
種

（
薬
剤
師

・
理
学

療
法
士

等
）
が

ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ

ー
に
対

し
専

門
的

な
助
言
を

与
え
る

地
域
ケ

ア
会
議

（
自
立

支
援
型

）
を
開

催
し

連
携

強
化
を
図

っ
た
。
 

　
・

実
績

　
困
難

事
例
等

14
事
例
、

自
立
支

援
型
　

10
事
例
 

○
自

立
支

援
型
に

つ
い
て

、
各
事

業
所
の

ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ

ー
に
最

低
で

も
１

回
は
参
加

し
て
い

た
だ
き

、
多
面

的
な
視

点
の
共

有
や
関

係
機

関
と

の
連
携
強

化
を
図

っ
た
。

４
 軽

度
認
定
者
へ
の
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
取
組
み
 

○
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

、
地

域
ケ

ア
会

議
（

自

立
支

援
型

）
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
内

容
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

を
図

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た

、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 

 

 
施
策
４
　
認
知
症
と
の
共
生
と
予
防

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
（
事
業
）
 

１
 認

知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
促
進
 

２
 
共

生
と

予
防

の
促

進
（

見
守

り
・

支

援
）
 

３
 共

生
の
予
防
と
促
進
（
社
会
参
加
・
家

族
介
護
支
援
の
強
化
、
若
年
性
認
知
症
へ

の
支
援
）

 
４
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
予
防
）

 
（
計
画
書

P5
6～

P5
9）

 

１
 認

知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
促
進
 

○
学

校
、
地

域
で
の

認
知
症

認
知
症

サ
ポ
ー

タ
ー
養

成
講
座

・
小
学

校
で
の
絵

本
教
室

を
実
施

し
た
。
 

・
養
成
講

座
19

回
　

延
54

5
人
、
絵

本
教
室

9
校
　

35
0
人
 

○
９

月
の
世

界
ア
ル

ツ
ハ
イ

マ
ー
月

間
に
合

わ
せ
て

、
啓
発

イ
ベ
ン

ト
「
希
望

の
花
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

を
実
施

（
農
業

高
等
学

校
・
介

護
事
業
所

と
共
催

）
し
た

。
 

○
エ

ン
デ
ィ

ン
グ
ノ

ー
ト
「

わ
た
し

の
未
来

ノ
ー
ト

」
の
活

用
、
人

生
会
議
（

Ａ
Ｃ
Ｐ

）
に
つ

い
て
介

護
予
防

教
室
等

で
関
係

者
や
住

民
へ
の
研

修
を
行

い
、
権

利
擁
護

に
関
す

る
普
及

・
啓
発

を
継
続

し
た
。
 

１
 認

知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
促
進
 

○
認

知
症

へ
の

正
し

い
理

解
の

促
進

、
新

し
い

認
知

症
観

の
啓

発
に

つ

い
て

、
周

知
・

啓
発

が
不

足
し

て
い

る
。
 

○
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
の

実
施

回
数

が
減

少
傾

向
で

あ
り

、

特
に

一
般

企
業

で
の

実
施

が
な

い
。
 

○
認

知
症

を
テ

ー
マ

に
し

た
講

演
会

や
映

画
上

映
、

地
域

で
の

研
修

会

な
ど

を
企

画
し

、
広

く
啓

発
を

図
る

。

 
（
指
標
）
 

以
下
を
現

状
よ
り

向
上

さ
せ

る
。
 

○
認
知
症

に
関
す

る
相

談
件

数
（

件
）
 

　
令
和
４

年
度
　

13
7
件

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

10
5
件
 

　
令
和
７

年
度
　

12
6
件
 

 

２
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
見
守
り
・
支
援
）
 

○
認

知
症
高

齢
者
個

別
ケ
ー

ス
に
つ

い
て
継

続
し
て

地
域
ケ

ア
（
個

別
）
会
議

を
開
催

し
た
。
 

　
・

認
知
症

ケ
ー
ス

に
係
る

地
域
ケ

ア
会
議

　
７
回

　
 

○
４

つ
の
「

チ
ー
ム

オ
レ
ン

ジ
」
の

構
成
員

向
け
に

認
知
症

サ
ポ
ー

タ
ー
ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ
講

座
及
び

チ
ー
ム

オ
レ
ン

ジ
交
流

会
を
実

施
し
、
支

援
者
間

の
連
携

強
化
を

図
っ
た

。
 

○
認

知
症
高

齢
者
等

事
前
登

録
制
度

に
お
い

て
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー

ド
入
り

の
見
守
り

シ
ー
ル

の
配
布

を
実
施

し
た
。
 

　
・

登
録
者

数
　
4
5
人

　
（
R
8
.3

.
31

現
在

）
 

２
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
見
守
り
・
支
援
）
 

○
地

域
ケ

ア
（

個
別

）
会

議
の

有
効

性
を

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
等

関
係

者

に
周

知
し

、
さ

ら
に

地
域

ケ
ア

会
議

の
利

用
を

促
進

し
、

地
域

の
見

守
り

・
支

援
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

○
地

域
で

の
見

守
り

と
し

て
、

認
知

症
の

方
や

家
族

と
身

近
な

支
援

者

を
つ

な
ぐ

仕
組

み
の
「
チ

ー
ム

オ
レ

ン
ジ

」
の

取
組

を
周

知
し

、
さ

ら

に
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

○
認

知
症

高
齢

者
等

事
前

登
録

制
度

の
さ

ら
な

る
周

知
に

努
め

、
制

度

を
必

要
と

す
る

人
の

登
録

の
拡

大
を

図
る

。
 

○
見

守
り

機
器

（
G
P
S
等

)購
入

費
の

補
助

制
度

を
創

設
す

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
○

認
知
症

予
防
教

室
の

参
加

者
数

（
人

）
 

　
令
和
４

年
度
　

0
人

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

0
人
 

　
令
和
７

年
度
　

0
人
 

 ○
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
の

延
べ

参
加
者
数

（
人
）
 

　
令
和
４

年
度
　

14
,
92
0
人

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

15
,
62
0
人
 

　
令
和
７

年
度
　

16
,
13
8
人

３
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
社
会
参
加
・
家
族
介
護
支
援
の
強

化
、

若
年
性
認
知
症
へ
の
支
援

）
 

○
認

知
症
地

域
支
援

推
進
員

２
名
を

配
置
し

、
認
知

症
の
方

や
家
族

の
相
談
・

支
援
を

継
続
し

た
。
 

○
家

族
の
集

い
を
毎

月
１
回

（
倉
吉

・
関
金

会
場
）

継
続
し

て
実
施

し
た
。
 

・
倉
吉
会

場
1
2
回
、

関
金
会

場
４
回
 

○
本

人
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
や
中

部
に
っ

こ
り
の

会
、
認

知
症
カ

フ
ェ
に

て
本
人
や

家
族
の

思
い
を

聞
い
た

り
、
参

加
者
同

士
の
交

流
を
実

施
し
た
。
 

３
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
社
会
参
加
・
家
族
介
護
支
援
の
強
化
、
若

年
性
認
知
症
へ
の
支
援

）
 

○
家

族
の

集
い

等
、

本
人

や
家

族
の

思
い

を
聞

く
場

や
、

参
加

者
同

士

の
交

流
を

図
る

機
会

を
継

続
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
引

き
続

き
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
効

果
を

高
め

る
た

め
、

男
性

介

護
者

・
若

年
介

護
者

な
ど

介
護

者
の

特
性

に
応

じ
た

集
い

を
企

画
実

施
す

る
。
 

○
雇

用
主

（
企

業
）

に
認

知
症

に
関

す
る

相
談

先
を

周
知

す
る

と
と

も

に
、

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

や
就

労
移

行
支

援
事

業
所

等
の

福
祉

関
係

者
と

連
携

し
、

認
知

症
本

人
と

企
業

の
双

方
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

仕
事

が
継

続
で

き
る

支
援

体
制

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
４
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
予
防
）
 

○
T
D
AS

・
も

の
忘
れ

プ
ロ
グ

ラ
ム
を

、
健
診

・
介
護

予
防
教

室
な
ど

で
実
施
す

る
と
と

も
に
、

サ
ロ
ン

等
で
も

実
施
し

、
意
識

啓
発
・

早
期
発
見

の
取
り

組
み
を

強
化
し

た
。
 

　
・

サ
ロ
ン

で
の
実

施
者
数

　
延

1
00

人
 

○
生

活
習
慣

病
の
予

防
啓
発

に
つ
い

て
、
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

が
作
成
し

た
媒
体

を
活
用

し
、
介

護
予
防

教
室
等

で
啓
発

を
継
続

し
て
行
っ

た
。
 
 

○
認

知
症
予

防
教
室

に
つ
い

て
、
地

域
の
ニ

ー
ズ
に

合
わ
ず

利
用
の

意
向
が
な

い
こ
と

や
、
参

加
者
や

地
域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
の
負

担
が
大
き

い
こ
と

等
か
ら

過
去
５

年
間
実

施
が
な

い
た
め

、
市
と

地
域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

の
協
議

の
結
果

、
事
業

を
終
了

す
る
こ

と
を
決
定

し
た
。
 

４
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
予
防
）
 

○
引

き
続

き
T
DA
S
・

も
の

忘
れ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

、
健

診
・

介
護

予
防

教

室
・
通

い
の

場
・
各

種
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、
多

様
な

機
会

を
通

じ
て

積
極

的
に

活
用

し
、

意
識

啓
発

・
早

期
発

見
に

取
り

組
む

。
 

○
認

知
症

（
ま

た
は

疑
い

）
を

早
期

発
見

す
る

効
果

的
な

仕
組

み
作

り

が
必

要
。
 

○
早

期
に

発
見

し
た

場
合

、
中

部
地

区
認

知
症

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

に

則
り

、
か

か
り

つ
け

医
、

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

と
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
と

の
相

互
の

連
携

に
よ

り
、

相
談

か
ら

診
断

ま
で

の
流

れ
が

ス
ム

ー
ズ

に
い

く
体

制
を

整
え

る
必

要
が

あ

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た

、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 

 
施
策
５
　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
と
権
利
擁
護
の
充
実

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
（
事
業
）
 

１
 成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
 

２
 高

齢
者
虐
待
の
防
止

 
３

 
消

費
者

被
害

防
止

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の

体
制
づ
く
り

 
（
計
画
書

P6
0～

P6
2）

 

１
 成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
 

○
市

民
向
け

啓
発
研

修
会
や

地
域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
を
通

じ
て
、

市
民
へ
制

度
の
周

知
を
行

っ
た
。
 

（
啓
発
研

修
8
3
名
）
 

○
市

民
後
見

人
養
成

講
座
を

開
催
し

、
制
度

の
周
知

や
後
見

人
等
の

養
成
を
行

っ
た
。
 

（
養
成
講

座
8
名

）
 

○
中

部
成
年

後
見
支

援
セ
ン

タ
ー
の

運
営
を

委
託
し

、
認
知

症
高
齢

者
等
の
権

利
擁
護

を
図
っ

た
。
 

○
成

年
後
見

制
度
利

用
支
援

事
業
を

実
施
し

、
市
長

に
よ
る

申
立
て

を
行
っ
た

ほ
か
、

報
酬
を

負
担
す

る
こ
と

が
困
難

な
方
に

つ
い
て

費
用
の
助

成
を
行

っ
た
。
 

（
市
長
申

立
　
1
件
、
申

立
助
成

　
5
件
、
報

酬
助
成

　
1
7
件

）

１
 成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
 

○
後

見
人

等
の

受
任

者
不

足
を

防
ぐ

た
め

、
引

き
続

き
市

民
後

見
人

の

養
成

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

○
成

年
後

見
制

度
の

利
用

促
進

に
向

け
、

市
民

へ
制

度
の

周
知

、
相

談

窓
口

の
周

知
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

○
成

年
後

見
制

度
の

活
用

を
図

る
た

め
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
さ

ら

に
強

化
す

る
。
 

○
成

年
後

見
制

度
を

必
要

と
す

る
人

が
制

度
を

利
用

で
き

る
よ

う
、

報

酬
助

成
の

要
件

見
直

し
を

行
う

。

 
（
指
標
）
 

以
下
を
現

状
よ
り

向
上

さ
せ

る
。
 

○
権
利
擁

護
に
関

す
る

相
談

件
数

（
件

）
 

　
令
和
４

年
度
　

38
8
件

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

39
4
件
 

　
令
和
７

年
度
　

57
9
件
 

 ○
市
民
後

見
人
受

任
件

数
（

人
）
 

　
令
和
４

年
度
　

7
人

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

15
人
 

　
令
和
７

年
度
　

15
人

２
 高

齢
者
虐
待
の
防
止
 

○
介

護
支
援

専
門
員

向
け
に

意
思
決

定
支
援

の
研
修

会
を
開

催
。
 

○
虐

待
対
応

等
に
関

す
る
研

修
会
に

参
加
し

、
知
識

の
向
上

を
図
っ

た
。

２
 高

齢
者
虐
待
の
防
止
 

○
市

民
、

支
援

機
関

、
事

業
者

向
け

の
研

修
を

行
い

知
識

の
醸

成
を

行

い
、

虐
待

の
防

止
を

図
る

必
要

が
あ

る
。
 

○
引

き
続

き
、

県
等

で
開

催
さ

れ
る

虐
待

対
応

の
研

修
会

に
市

や
地

域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員
が

参
加

し
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

。

 
３
 消

費
者
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体
制
づ
く
り
 

○
消

費
者
被

害
情
報

共
有
会

議
に
参

加
し
、

個
別
の

事
例
等

に
つ
い

て
学
び
、

問
題
の

傾
向
や

課
題
の

共
有
を

行
っ
た

。
 

○
サ

ロ
ン
や

介
護
予

防
教
室

等
で
消

費
者
被

害
防
止

に
つ
い

て
周
知

を
行
っ
た

。

３
 消

費
者
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体
制
づ
く
り
 

○
消

費
者

被
害

情
報

共
有

会
議

に
参

画
し

、
引

き
続

き
関

係
機

関
と

の

関
係

を
強

化
し

、
連

携
し

て
対

応
を

行
う

。
 

○
住

民
へ

の
消

費
者

被
害

防
止

に
つ

い
て

の
周

知
・

啓
発

を
継

続
し

、

被
害

の
発

生
を

抑
制

す
る

。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た

、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 

 

 
施
策
６
　
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
住
ま
い
の
確
保

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
（
事
業
）
 

１
 
身

元
保

証
・

家
賃

補
助

に
係

る
支

援
 

２
 
円

滑
な

賃
貸

借
の

た
め

の
貸

主
側

へ
の
支
援

 
３

 
高

齢
者

居
住

環
境

整
備

事
業

・
住

宅
改
修
の
適
正
利
用
の
促
進

 
４

　
要

介
護

高
齢

者
の

状
態

に
対

応

し
た
住
ま
い
の
確
保

 
 

（
計
画
書

P6
2～

P6
3）

１
 身

元
保
証
・
家
賃
補
助
に
係
る
支
援
 

○
研

修
会

等
に
参

加
し
、

他
地
区

の
取
組

事
例
を

研
究
し

、
中
部

成
年

後
見

支
援
セ
ン

タ
ー
等

と
情
報

を
共
有

し
た
。
 

＜
建

築
住

宅
課
＞
 

○
市

営
住

宅
入
居

の
際
の

保
証
人

に
つ
い

て
民
間

保
証
を

利
用
で

き
る

よ
う

に
し
、
保

証
人
が

居
な
く

て
も
応

募
が
可

能
と
し

て
い
る

。
 

・
実

績
　
０

人
 

○
住

宅
確

保
要
配

慮
者
が

専
用
住

宅
に
入

居
す
る

場
合
に

、
家
賃

補
助

を
行

っ
て
い
る

。
 

・
実

績
　
９

人

１
 身

元
保
証
・
家
賃
補
助
に
係
る
支
援
 

 ○
住

ま
い

の
確

保
に

関
し

て
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
必

要
な

支
援

を
行

え

る
よ

う
、
建

築
住

宅
課

と
連

携
し

、
制

度
の

見
直

し
・
創

設
を

検
討

す

る
。
 

○
住

宅
確

保
要

配
慮

者
の

住
宅

確
保

に
つ

い
て

の
窓

口
を

鳥
取

県
居

住

支
援

協
議

会
と

し
て

い
る

た
め

、
連

携
を

継
続

し
適

切
な

支
援

を
行

う
た

め
、

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
（
指
標
）
 

以
下
を
現

状
よ
り

向
上

さ
せ

る
。
 

○
居

住
環

境
整

備
事

業
の

周
知

を
図

っ

た
回
数
（

回
）
 

　
令
和
４

年
度
　

4
回

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

1
回
 

　
令
和
７

年
度
　

1
回
 

 ○
居
住
環

境
整
備

件
数

（
件

）
 

　
令
和
４

年
度
　

0
件

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

1
件
 

　
令
和
７

年
度
　

0
件

２
 円

滑
な
賃
貸
借
の
た
め
の
貸
主
側
へ
の
支
援
 

＜
建

築
住

宅
課
＞
 

○
住

宅
確

保
要
配

慮
者
が

専
用
住

宅
に
入

居
す
る

場
合
に

、
家
賃

補
助

を
行

い
、
貸
主

へ
の
支

援
を
行

っ
た
。
 

　
・

実
績

　
９
人
 

○
専

用
住

宅
を
改

修
す
る

場
合
に

、
補
助

金
を
交

付
し
て

い
る
。
 

　
・

実
績

　
０
件

２
 円

滑
な
賃
貸
借
の
た
め
の
貸
主
側
へ
の
支
援
 

○
建

築
住

宅
課

と
連

携
し

、
現

在
の

支
援

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

福

祉
・

司
法

の
観

点
も

含
め

た
貸

主
側

の
支

援
制

度
の

見
直

し
、

新
設

を
検

討
す

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
３
 高

齢
者
居
住
環
境
整
備
事
業
・
住
宅
改
修
の
適
正
利
用
の
促
進
 

○
介

護
保

険
住
宅

改
修
及

び
居
住

環
境
整

備
事
業

を
実
施

し
た
。
 

　
・

居
住

環
境
整

備
事
業

１
件
、

介
護
保

険
住
宅

改
修

2
0
9
件
 

○
住

宅
改

修
計
画

に
つ
い

て
、
専

門
職
（

介
護
支

援
専
門

員
）
が

事
前

に
確

認
・
助
言

を
行
う

こ
と
に

よ
っ
て

自
立
支

援
に
向

け
て
有

効
な

住
宅

改
修
と
な

る
よ
う

支
援
を

行
っ
た

。
 

○
ケ

ア
マ

ネ
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
会
議

で
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー
に

対
し
て

制
度

の
周

知
を
図
っ

た
。
 

３
 高

齢
者
居
住
環
境
整
備
事
業
・
住
宅
改
修
の
適
正
利
用
の
促
進
 

○
専

門
職
（
介

護
支

援
専

門
員

）
に

よ
る

相
談

対
応

を
継

続
し

、
有

効
な

住
宅

改
修

と
な

る
よ

う
支

援
し

、
引

き
続

き
本

人
の

自
立

し
た

生
活

や
介

護
家

族
の

負
担

軽
減

に
取

り
組

む
。

 
４
 要

介
護
高
齢
者
の
状
態
に
対
応
し
た
住
ま
い
の
確
保
 

○
状

態
に

応
じ

て
、

介
護

保
険

の
居

住
系

サ
ー

ビ
ス

や
施

設
系

サ
ー

ビ

ス
を

適
用
し
、

ニ
ー
ズ

に
応
じ

た
住
ま

い
の
供

給
を
図

っ
た
。
 

４
 要

介
護
高
齢
者
の
状
態
に
対
応
し
た
住
ま
い
の
確
保
 

○
既

存
の

居
住

系
・
施

設
サ

ー
ビ

ス
等

の
役

割
や

、
高

齢
者
・
介

護
者

の

ニ
ー

ズ
、

地
位

的
な

バ
ラ

ン
ス

等
を

考
慮

し
な

が
ら

、
供

給
の

継
続

に
努

め
る

。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た

、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 

 

 
施
策
７
　
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
（
事
業
）
 

１
 
医

療
・

介
護

の
地

域
資

源
の

把
握

と

課
題
の
抽
出
 

２
 
在

宅
医

療
・

介
護

関
係

者
に

関
す

る

相
談
支
援
と
地

域
住
民
へ
の
普
及
・
啓

発
 

３
 医

療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
・
連

携
支
援

 
 （
計
画
書

P6
4～

P6
6）

 

１
 医

療
・
介
護
の
地
域
資
源
の
把
握
と
課
題
の
抽
出
 

○
多

職
種
連

携
「
地

域
づ
く

り
し
ょ

い
や
の

会
（
し

ょ
い
や

の
会

）
」

の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

上
で

公
開
し

て
い

る
中

部
地

区
の

介
護
・

医
療

等
関
係
機

関
の
情

報
を
更

新
し
、

関
係
機

関
に
周

知
し
た

。
 

○
医

療
と

介
護

の
連
携

促
進

の
た

め
、

市
内

の
介

護
事

業
所

一
覧

を

作
成
し
、

包
括
及

び
介
護

事
業
所

に
周
知

し
た
。

１
 医

療
・
介
護
の
地
域
資
源
の
把
握
と
課
題
の
抽
出
 

○
し

ょ
い

や
の

会
の

取
組

を
継

続
し

、
地

域
の

医
療

機
関

・
介

護
期

間

の
情

報
を

随
時

更
新

し
な

が
ら

住
民

へ
わ

か
り

や
す

く
提

供
を

継
続

を
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
 

○
地

域
特

性
に

応
じ

た
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
対

応
策

に
つ

い
て

関
係

者

が
連

携
し

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
 

 
２
 在

宅
医
療
・
介
護
関
係
者
に
関
す
る
相
談
支
援
と
地
域
住
民

へ
の

普
及
・
啓
発
　
 

○
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
在

宅
医
療

・
介
護

連
携
に

関
す
る
相

談
対
応

を
行
っ

た
。
 

○
介

護
予
防

教
室
等

で
エ
ン

デ
ィ
ン

グ
ノ
ー

ト
「
わ

た
し
の

未
来
ノ

ー
ト
」
や

地
域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
が
作

成
し
た

啓
発
用

媒
体
を

活
用
し
、

在
宅
医

療
介
護

・
看
取

り
、
人

生
会
議

（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
に

関
す
る
普

及
・
啓

発
を
行

っ
た
。

２
 在

宅
医
療
・
介
護
関
係
者
に
関
す
る
相
談
支
援
と
地
域
住
民
へ

の
普
及
・
啓
発
 

○
多

種
多

様
な

相
談

が
多

数
寄

せ
ら

れ
る

た
め

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン

タ
ー

の
相

談
対

応
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
在

宅
医

療
・
介

護
、
看

取
り

、
人

生
会

議
（

Ａ
Ｃ

Ｐ
）
に

関
し

て
、
広

く
周

知
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
社

会
情

勢
の

変
化

に
伴

う
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
エ

ン

デ
ィ

ン
グ

ノ
ー

ト
の

更
新

や
活

用
方

法
の

検
討

を
す

る
必

要
が

あ

る
。

 
（
指
標
）
 

以
下
を
現

状
よ
り

向
上

さ
せ

る
。
 

○
医
療
に

関
す
る

相
談

件
数

（
件

）
 

　
令
和
４

年
度
　

32
3
件

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

26
6
件
 

　
令
和
７

年
度
　

36
2
件
 

３
 医

療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
・
連
携
支
援
 

○
関

係
者
間

の
顔
の

見
え
る

関
係
を

構
築
す

る
た
め

、
し
ょ

い
や
の

会
研
修
会

を
２
回

実
施
し

た
。
 

○
居

宅
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー
や

医
療
機

関
に
対

し
、
入

退
院
調

整
手
順

や
医
療
介

護
連
携

に
関
す

る
ア
ン

ケ
ー
ト

を
実
施

。
身
寄

り
の
な

い
高
齢
者

へ
の
対

応
が
課

題
と
な

っ
て
い

る
現
状

を
把
握

し
た
。

３
 医

療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
・
連
携
支
援
 

○
入

退
院

時
、

日
常

生
活

の
在

宅
医

療
と

介
護

の
切

れ
目

な
い

連
携

の

た
め

、
関

係
者

の
相

互
理

解
や

協
働

体
制

を
さ

ら
に

深
め

る
必

要
が

あ
る

。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
目
標
３
　
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
確
保
・
充
実

 

 

 
施
策
８
　
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
な
運
営

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
（
事
業
）
 

１
 介

護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
 

２
 介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

 
３
 介

護
給
付
適
正
化
事
業
 

 （
計
画
書

P6
7～

P7
2）

 

１
 介

護
ｻｰ
ﾋﾞ
ｽの

基
盤
整
備
・
担
い
手
確
保
 

○
地

域
密

着
型

サ
ー
ビ

ス
事

業
所

の
整

備
（

小
規

模
多

機
能

型
居

宅

介
護

）
を
１
件

予
定
し

て
い
た

が
、
公
募
に

対
す
る

応
募
が

な
く

、

翌
年
度
に

見
送
り

と
な
っ

た
。
 

○
第

1
0
期
計
画

策
定
に

向
け
た

ニ
ー
ズ

調
査
・
在

宅
介
護

実
態
調

査

を
実
施
し

た
。

１
 介

護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
基
盤
整
備
・
担
い
手
確
保
 

○
ニ

ー
ズ

調
査

・
在

宅
介

護
実

態
調

査
及

び
人

口
統

計
な

ど
の

各
種

デ

ー
タ

の
収

集
・

分
析

に
よ

り
、

第
10

期
計

画
を

策
定

す
る

。
 

○
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
３

事
業

所
（

小
規

模
多

機
能

型

居
宅

介
護

、
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
、
定

期
巡

回
・
随

時
対

応

型
訪

問
介

護
看

護
）

の
整

備
を

予
定

し
て

い
る

。
 

○
事

業
所

の
生

産
性

向
上

の
取

組
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
連

携
し

な

が
ら

推
進

し
て

い
く

。

 
（
指
標
）
 

以
下
を
現

状
よ
り

向
上

さ
せ

る
。
 

○
ケ
ア
プ

ラ
ン
点

検
の

件
数

（
件

）
 

　
令
和
４

年
度
　

58
件

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

88
件
 

　
令
和
７

年
度
　

12
7
件

 
○
（
再

掲
）
職
能
団

体
等

と
連

携
し

た
ケ

ア

プ
ラ
ン
点

検
の
件

数
（

件
）
 

　
令
和
４

年
度
　

9
件

（
現

状
）
 

　
令
和
６

年
度
　

5
件
 

　
令
和
７

年
度
　

7
件

２
 介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
 

○
介

護
保

険
制

度
の
仕

組
み

に
つ

い
て

、
コ

ミ
セ

ン
で

の
学

習
会

等

に
て

、
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
活
用

し
て

周
知

を
行

い
、

住
民
の

理
解

促
進
を
図

っ
た
。
 

○
倉

吉
市

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
会

議
や

運
営

推
進

会
議

に
て

、
ケ

ア
マ

ネ

ジ
ャ

ー
に
「

倉
吉

市
ケ

ア
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
基

本
方

針
」
の

周
知

を
図
っ
た

。
 

○
令

和
７

年
４

月
１
日

か
ら

介
護

事
業

所
の

指
定

等
の

手
続

き
に

つ

い
て
、
オ

ン
ラ
イ

ン
で
の

申
請
を

可
能
と

し
た
。

２
 介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
 

○
介

護
保

険
の

し
く

み
の

住
民

理
解

促
進
 

　
コ

ミ
セ

ン
の

学
習

会
等

に
参

加
し

、
介

護
保

険
の

し
く

み
等

の
周

知

を
図

る
。
 

○
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

と
の

連
携
 

　
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
基

本
方

針
の

共
有

･
活

用
を

行
う

。
 

○
介

護
相

談
員

派
遣

事
業
 

　
受

け
入

れ
事

業
所

を
増

や
し

な
が

ら
派

遣
を

実
施

す
る

。
 

○
事

業
所

と
の

連
携

・
情

報
共

有
 

　
運

営
推

進
会

議
の

活
用

を
図

る
。
 

　
事

業
所

の
運

営
指

導
を

計
画

的
に

行
い

、
回

数
を

増
や

す
。
 

○
事

業
所

の
事

務
負

担
軽

減
・

オ
ン

ラ
イ

ン
化
 

　
令

和
８

年
４

月
１

日
か

ら
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

を
原

則
と

す
る

。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 
事
業
・
指
標

令
和
７
年
度
　
主
な
取
組

主
な
課
題

 
３
 適

正
化
事
業
 

○
県

ケ
ア
マ

ネ
協
の

点
検
員

派
遣
事

業
を
活

用
し
、

居
宅
介

護
事
業

所
お
よ
び

小
規
模

多
機
能

型
居
宅

介
護
事

業
所
の

５
事
業

所
（
プ

ラ
ン
数
７

件
）
の

点
検
を

実
施
し

た
。

３
 適

正
化
事
業
 

○
ケ

ア
プ

ラ
ン

点
検
 

　
宿

泊
デ

イ
例

外
届

出
の

プ
ラ

ン
点

検
と

、
県

ケ
ア

マ
ネ

協
の

ケ
ア

プ

ラ
ン

点
検

支
援

事
業

を
活

用
し

た
ケ

ア
プ

ラ
ン

点
検

を
継

続
す

る
。
 

　
書

面
に

よ
る

ケ
ア

プ
ラ

ン
点

検
を

活
用

し
、
点

検
数

の
増

加
を

図
る

。 

　
点

検
結

果
は

研
修

会
な

ど
で

周
知

す
る

。
 

○
国

保
連

給
付

適
正

化
帳

票
の

活
用
 

　
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

へ
の

指
導

等
に

活
用

す
る

。
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令
和

７
年

度
歳

入
歳

出
決

算
書

 

歳
　

　
入

金
　

　
　

額
金

　
　

　
額

円
円

1
保

険
料

1
,1

2
4
,9

6
2
,8

6
0

5
県

支
出

金
7
3
6
,2

2
5
,8

4
2

1
介

護
保

険
料

1
,1

2
4
,9

6
2
,8

6
0

1
県

負
担

金
7
1
0
,7

6
1
,7

3
3

2
使

用
料

及
び

手
数

料
8
,3

4
2
,2

0
0

2
県

補
助

金
2
5
,4

6
4
,1

0
9

1
手

数
料

8
,3

4
2
,2

0
0

6
財

産
収

入
1
,1

7
1
,6

8
6

3
国

庫
支

出
金

1
,3

2
3
,8

5
0
,2

9
7

1
財

産
運

用
収

入
1
,1

7
1
,6

8
6

1
国

庫
負

担
金

9
5
7
,0

9
8
,0

8
9

7
繰

入
金

7
6
8
,9

9
4
,3

3
7

2
国

庫
補

助
金

3
6
6
,7

5
2
,2

0
8

1
一

般
会

計
繰

入
金

7
6
8
,9

9
4
,3

3
7

1
 調

整
交

付
金

2
9
9
,9

7
4
,0

0
0

2
基

金
繰

入
金

0

2 
地

域
支

援
事

業
交

付
金

(介
護

予
防

)
4
0
,0

6
6
,2

5
5

8
繰

越
金

1
7
1
,9

9
5
,5

7
5

3 
地

域
支

援
事

業
交

付
金

(包
括

・
任

意
)

1
3
,2

0
0
,9

5
3

1
繰

越
金

1
7
1
,9

9
5
,5

7
5

4
 保

険
者

機
能

強
化

推
進

交
付

金
4
,0

2
3
,0

0
0

9
諸

収
入

1
6
6
,6

4
0

5 
介

護
保

険
保

険
者

努
力

支
援

交
付

金
8
,4

0
5
,0

0
0

1
延

滞
金

、
加

算
金

６
 事

業
費

補
助

金
1
,0

8
3
,0

0
0

及
び

過
料

4
支

払
基

金
交

付
金

1
,4

2
1
,7

0
5
,0

0
0

1
支

払
基

金
交

付
金

1
,4

2
1
,7

0
5
,0

0
0

2
2
,4

0
0

1
 介

護
給

付
費

交
付

金
1
,3

7
7
,5

6
6
,0

0
0

2
雑

入
、

第
三

者
納

付
金

2
 地

域
支

援
事

業
支

援
交

付
金

4
4
,1

3
9
,0

0
0

1
4
4
,2

4
0

5
,5

5
7
,4

1
4
,4

3
7

歳
　

　
出

 

金
　

　
　

額
金

　
　

　
額

円
円

1
総

務
費

5
6
,8

3
7
,6

4
6

3
地

域
支

援
事

業
費

2
0
8
,2

0
8
,7

5
1

1
総

務
管

理
費

6
,8

8
3
,4

8
1

1
介

護
予

防
事

業
費

1
6
8
,7

8
4
,4

9
6

2
徴

収
費

3
,3

0
8
,5

8
5

2
包

括
的

支
援

事
業

・
任

意
事

業
費

3
9
,4

2
4
,2

5
5

3
介

護
認

定
審

査
会

費
4
6
,5

3
6
,0

8
0

4
基

金
積

立
金

1
7
,4

0
2
,0

0
0

4
い

き
い

き
長

寿
社

会
推

進
協

議
会

費
6
0
,0

0
0

1
基

金
積

立
金

1
7
,4

0
2
,0

0
0

5
趣

旨
普

及
費

4
9
,5

0
0

1
 財

政
調

整
基

金
積

立
金

1
7
,4

0
2
,0

0
0

2
保

険
給

付
費

5
,0

6
2
,4

5
0
,6

5
9

5
諸

支
出

金
1
3
3
,8

6
6
,5

6
6

1
介

護
サ

ー
ビ

ス
等

諸
費

4
,5

8
4
,4

1
6
,1

7
4

1
償

還
金

及
び

還
付

加
算

金
1
0
6
,7

9
7
,2

5
0

2
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
等

諸
費

2
3
5
,4

5
8
,7

7
5

2
繰

出
金

2
7
,0

6
9
,3

1
6

3
そ

の
他

諸
費

5
,9

8
4
,9

9
7

6
予

備
費

0

4
高

額
介

護
サ

ー
ビ

ス
等

費
1
3
7
,4

6
7
,9

4
5

1
予

備
費

0

5
特

定
入

所
者

介
護

サ
ー

ビ
ス

等
費

9
9
,1

2
2
,7

6
8

5
,4

7
8
,7

6
5
,6

2
2

【
令

和
８

年
度

へ
の

繰
越

金
】

【
基

金
の

状
況

】
　

歳
入

合
計

 5
,5

5
7
,4

1
4
,4

3
7
円

 －
 歳

出
合

計
 5

,4
7
8
,7

6
5
,6

2
2
円

 ＝
 7

8
,6

4
8
,8

1
5
円

　
令

和
７

年
度

末
　

5
7
9
,7

3
5
,8

3
4
円

款
項

款
項

歳
　

　
入

　
　

合
　

　
計

款
項

款
項

歳
　

　
出

　
　

合
　

　
計
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令
和
８
年
度
歳
入
歳
出
予
算
書

歳
　

　
入

金
　

　
　

額
金

　
　

　
額

千
円

千
円

1
保

険
料

1
,0

8
9
,9

7
6

5
県

支
出

金
7
6
8
,1

1
4

1
介

護
保

険
料

1
,0

8
9
,9

7
6

1
県

負
担

金
7
3
9
,0

6
5

2
使

用
料

及
び

手
数

料
1
0
,2

7
0

2
県

補
助

金
2
9
,0

4
9

1
手

数
料

1
0
,2

7
0

6
財

産
収

入
1
,2

1
7

3
国

庫
支

出
金

1
,3

1
0
,3

1
9

1
財

産
運

用
収

入
1
,2

1
7

1
国

庫
負

担
金

9
4
5
,3

6
9

7
繰

入
金

8
7
3
,8

7
9

2
国

庫
補

助
金

3
6
4
,9

5
0

1
一

般
会

計
繰

入
金

7
9
4
,1

6
5

1
 調

整
交

付
金

2
9
4
,4

2
0

2
基

金
繰

入
金

7
9
,7

1
4

2
 地

域
支

援
事

業
交

付
金

（
介

護
予

防
・日

常
生

活
支

援
）

4
3
,3

1
1

8
繰

越
金

1
0
9
,1

1
5

3
 地

域
支

援
事

業
交

付
金

（
包

括
的

支
援

事
業

・
任

意
）

1
4
,7

9
1

1
繰

越
金

1
0
9
,1

1
5

4
 事

業
費

補
助

金
0

9
諸

収
入

1
1
2

5
　

保
険

者
機

能
強

化
推

進
交

付
金

4
,0

2
3

1
延

滞
金

、
加

算
金

及
び

過
料

1
1

6
  

介
護

保
険

保
険

者
努

力
支

援
交

付
金

8
,4

0
5

2
雑

入
1
0
1

4
支

払
基

金
交

付
金

1
,4

4
7
,5

0
2

1
支

払
基

金
交

付
金

1
,4

4
7
,5

0
2

5
,6

1
0
,5

0
4

歳
　

　
出

 

金
　

　
　

額
金

　
　

　
額

千
円

千
円

1
総

務
費

6
3
,8

4
3

3
地

域
支

援
事

業
費

2
2
1
,9

0
6

1
総

務
管

理
費

9
,1

6
4

1
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
費

1
7
3
,4

8
2

2
徴

収
費

3
,2

0
1

2
包

括
的

支
援

事
業

・
任

意
事

業
費

4
8
,4

2
4

3
介

護
認

定
審

査
会

費
5
1
,1

4
8

4
基

金
積

立
金

1
,2

3
0

4
い

き
い

き
長

寿
社

会
推

進
協

議
会

費
2
8
0

1
基

金
積

立
金

1
,2

3
0

5
趣

旨
普

及
費

5
0

5
諸

支
出

金
1
3
9
,6

5
4

2
保

険
給

付
費

5
,1

8
2
,8

7
1

1
償

還
金

及
び

還
付

加
算

金
1
0
9
,1

1
5

1
介

護
サ

ー
ビ

ス
等

諸
費

4
,6

9
7
,9

3
8

2
一

般
会

計
繰

出
金

3
0
,5

3
9

2
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
等

諸
費

2
3
6
,4

4
6

6
予

備
費

1
,0

0
0

3
そ

の
他

諸
費

5
,8

1
4

1
予

備
費

1
,0

0
0

4
高

額
介

護
サ

ー
ビ

ス
等

費
1
3
9
,1

5
8

5
特

定
入

所
者

介
護

サ
ー

ビ
ス

等
費

1
0
3
,5

1
5

5
,6

1
0
,5

0
4

【
基
金
の
状
況
（
見
込
）
】

　
令

和
８

年
度

末
　

5
0
1
,2

5
1
,8

3
4
円

（
△

7
8
,4

8
4
,0

0
0
円

）

款
項

款
項

歳
　

　
入

　
　

合
　

　
計

款
項

款
項

歳
　

　
出

　
　

合
　

　
計
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令和７年度介護事業所の開設と今後の施設整備について 

 

１．令和７年度の介護事業所の開設について 

 

（１）ケアプランセンターわたなべ（サービスの追加） 

　　○サービス種別：介護予防支援 

　　○サービス提供：令和７年７月１日～ 

 

（２）居宅介護支援事業所ハレノヒ 

　　○サービス種別：居宅介護支援 

　　○サービス提供：令和７年11月１日～ 

 

 

２．今後の施設整備について 

（１）地域密着型サービス事業所の公募 

本市では、第９期倉吉市介護保険事業計画・高齢者福祉計画に基づき、高齢者とその家族の多様

なニーズに対応するため、下記のサービス事業所を整備することを計画している。 

令和８年度において、①(介護予防)小規模多機能型居宅介護、②(介護予防)認知症対応型共同生

活介護、③定期巡回・随時対応型訪問介護看護の３事業所を整備する計画としている。 

各介護サービス事業の特徴は、次のとおり。 

 

①(介護予防)小規模多機能型居宅介護 

「小規模多機能型居宅介護」とは、「通い（デイサービス）」「訪問（ホームヘルプ）」「宿泊（シ

ョートステイ）」の３つの介護サービスを、１つの事業所で一体的に提供できる介護サービスであ

り、住み慣れた地域で自立した生活をし続けられるように、通いサービスを中心として訪問サー

ビス・宿泊サービスを組み合わせ、日常生活の支援や機能訓練を行う。 

 

②(介護予防)認知症対応型共同生活介護（認知症グループホーム） 

「認知症対応型共同生活介護」とは、一般的にグループホームと呼ばれ、認知症の診断を受けた

高齢者が少人数（１ユニット５人～９人）で共同生活を送り、食事、入浴および排せつなどの日

常生活の介助や機能訓練が受けられ、能力に応じ自立した生活を営むことを目的とする施設。 

 

③定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

「定期巡回・随時対応型訪問看護介護」とは、定期的な訪問に加え、日中・夜間、通報による随

時の対応を24時間体制で提供する地域密着型の介護保険サービスである。要介護度の高い方や、

一人暮らしの高齢者が、住み慣れた自宅で安心して自立した生活を続けられるようサポートする

ことを目的としている。 
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（２）応募の状況 

公募に対する応募状況は、次のとおり 

 

（３）今後のスケジュール 

　　・令和８年８月上旬　事業者決定 

　　・令和８年12月頃　　補助金交付決定後の事業着手 

　　・令和９年４月～　　施設開設 

 

（４）今後の施設整備の方向性 

　　・本市の第１号被保険者数（65歳以上の人口）は、令和２年度末の15,630人をピークに減少傾向

にあるものの、一般的に介護サービスの利用者の割合が増えるとされている85歳以上の第１号

被保険者数は令和20年度まで増加する見込み 

　　・上記の人口推計を踏まえた上で、中長期のサービス見込量も踏まえつつ、まずは既存サービス

の維持・継続に重点を置きながら、利用者のニーズに対応した施設整備を図りたい 

 サービス種別 整備予定事業所数 応募事業者数

 
①(介護予防)小規模多機能型居宅介護

１事業所 
(定員29人以下)

１法人

 
②(介護予防)認知症対応型共同生活介護

１事業所 
(１ユニット９人)

２法人

 
③定期巡回・随時対応型訪問介護看護 １事業所 １法人
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I． 倉吉市地域包括ケア推進計画の策定について 

出典：社会保障審議会介護保険部会（第 1３４回）　令和 8 年 3 月 9 日資料より 

 

「倉吉市地域包括ケア推進計画（第 9 期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画）」（以下

第９期計画）は、老人福祉法第２０条の８第１項に基づき策定することとなる「市町村老人福祉

計画」と、介護保険法第１１６条第１項による国の基本指針に沿って、介護保険法第１１７条第１

項の規定に基づき策定する「市町村介護保険事業計画」の二つの計画を、老人福祉法第２０条

の８第７項及び介護保険法第１１７条第６項の規定に基づき、一体的に策定するものとなりま

す。 

「介護保険事業計画」は介護保険法第１１７条第１項の規定に基づき、３年を１期として計画

内容を見直す必要があります。そのため、本年度、新たに令和９（２０２７）年度から令和 11（２

０29）年度を計画期間とする第１０期計画の策定を行います。 

また、第１０期計画より、「施策 4．認知症との共生と予防」を、「共生社会の実現を推進する

ための認知症基本法（令和５年６月成立・令和６年１月施行）」に基づく「倉吉市認知症施策推

進基本計画」として新たに位置づけます。 

なお、改定に当たっては、国から示される「基本指針」などを踏まえた計画を策定します。現

段階で国から示されている基本方針及び本市の策定スケジュールについてご報告いたしま

す。 

 

１．第１０期介護保険事業（支援）計画の基本指針のポイント（案） 

令和８年３月９日に開催された厚生労働省主催の介護保険部会では、介護保険制度の見直

しに関する意見等を踏まえ、以下のような第 10 期介護保険事業計画の基本方針案が示され

ました。 

 2040 年を見据えた介護保険事業（支援）計画の在り方

 ○2040 年にかけて地域のサービス需要が変化していく中で、第 10 期介護保険事業（支援）計画から、

都道府県が積極的に関与しながら、2040 年等の中長期の介護サービス見込量を見据えて策定して

いくことが更に重要となる。 

○その際、「中山間・人口減少地域対応」「医療・介護連携」「高齢者向け住まい」「人材確保、生産性向上・

経営改善支援」等について、第９期までの取組を前提に、第 10 期計画における位置付けを明確化し

た上で、必要な取組を進めることが必要。

 見直しのポイント（案）

 ○介護サービス基盤の計画的な整備 

①　介護保険事業（支援）計画の策定 

・　中長期的な地域の人口動態や介護ニーズの見込み等を適切に捉えて、都道府県と市町村が 2040

年度を見据えた中長期的な推計を実施し、共通の課題認識を持った上で、地域の関係者を含めて

サービス提供体制の在り方を検討。 

・　計画策定における都道府県の関与や医療・介護連携の強化等のため、計画の策定過程における

議論のプロセスを整理。 
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２．第１０期介護保険事業計画の作成に向けたスケジュール 

 

 ・　計画策定に当たって都道府県・市町村や関係者が確認すべき指標や状況の提示等により、地域

の現状把握・分析や計画策定を支援。 

 

②　地域の実情に応じたサービス提供体制の構築 

・　地域の類型（中山間・人口減少地域、大都市部、一般市等）を念頭に置いた計画策定。中山間・

人口減少地域においては、関係者の意見を聞きながら、必要な対応（人材確保や生産性向上等の

施策、特例介護サービスの新たな類型の活用等）について議論。 

・　医療との連携状況や有料老人ホーム等の高齢者向け住まいの入居の状況等を踏まえたサービス

提供体制の構築。

 ○地域包括ケアシステムの深化 

①　総合事業の多様なサービス・活動の充実に向け、多様な主体とのつながりづくり等の更なる支

援や質の向上を図るための分析・評価等を推進。 

②　頼れる身寄りがいない高齢者等の生活ニーズを地域課題として解決するため、関係者を含めて

地域全体で対応を協議し、切れ目のない支援が提供される地域づくりを推進。 

③　認知症基本法及び認知症施策推進基本計画を踏まえた取組の推進。

 ○介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援等 

①　都道府県が主体となって介護人材確保に関するプラットフォームを構築し、地域の関係者が協

働して課題解決に向けた実践的な取組を推進。 

②　テクノロジーの更なる活用等による生産性向上や、協働化・大規模化の推進等による経営基盤

の強化等を推進。

 月 開催予定等 備　考

 ８月 上旬 第１回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

・第１０期計画の策定方針について

8/6（木）開催

 ９月 

 １０月 上旬 第２回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

・第１０期計画（素案）について

 １１月 

 １２月 上旬 第３回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

・委員意見の反映

 １月 上旬 パブリックコメント

 ２月 上旬 第４回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

・住民意見の反映 

・第１０期計画の最終確認

 ３月 中旬 ３月議会常任委員会報告

 下旬 第１０期計画の公表
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II． 第１０期計画に関する基本的な考え方について 

出典：全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議資料（R8.3） 

 

2040 年には、介護と医療の複合ニーズを抱える 85 歳以上人口、認知症高齢者、独居の

高齢者等の増加と同時に、生産年齢人口の減少が見込まれる中、地域の規模によって高齢

化・人口減少のスピードに大きな差が生じること等も踏まえ、地域の状況に応じた、きめ細か

な対応が求められます。 このような地域ごとの中長期的な人口動態や介護ニーズの見込み

等を踏まえて、都道府県、市町村、地域の関係者が現状や課題について共通認識をもった上

で、介護サービスの提供体制を確保するための方策や目指すべき方向性について、地域の実

情に応じて、2040 年に向けて地域包括ケアシステムを深化させ、医療・介護の一層の連携を

図り、介護人材の確保、介護現場の生産性の向上を図るための取組等を十分に勘案した上

で、具体的な取組や目標を介護保険事業（支援）計画に定めることが重要です。 

また、高齢単身世帯や「頼れる身寄りのない高齢者」が急増する中で、これまでの在宅・施設

の二元論に留まらない「高齢者向け住まい（有料老人ホームやサ高住等）」の実態把握を含め

た、包括的な生活支援体制の整備が急務です。医療・介護双方のニーズを有する高齢者への

対応として、医療・介護連携を「調整」から「実装」のフェーズへと深化させるとともに、認知症

基本法とも連動した認知症施策の推進、さらには介護人材の確保、テクノロジーの活用による

介護現場の生産性向上や経営改善支援といった持続可能な運営体制の構築を、都道府県と

市町村がより緊密に連携しながら具体策として計画に定めることが重要です。 

 

 



4 

III． 倉吉市の高齢者を取り巻く現状　 

１． 人口・世帯数 

（１）人口の構成 

令和７（２０２5）年９月末の人口（総人口：43,159 人）をみると、男性は７０～７４歳、女性

は 75～7９歳がそれぞれ最も多くなっています。 

7０歳代以上の５歳別人口構成をみると、男性に比べて女性の人口が多くなっています。 

資料：倉吉市の人口構成 

 

【出典】住民基本台帳（令和７年９月末時点） 
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（２）高齢者の状況 

倉吉市の第１号被保険者数は、令和２（2020）年の 15,687 人を頂点に減少が続いてお

り、令和 35（２０53）年には約 11,540 人となる見込みです。 

また、後期高齢者（７５歳以上）は令和 12（2030）年、85 歳以上は令和 20（2038）年ま

で増加する見込みです。 

倉吉市の高齢化率は、平成３０（２０１８）年の 32.8％以降一貫して増加しており、令和８（２

０２6）年には 36.9％となる見込みです。全国・鳥取県より高い水準で推移しています。 

資料： 高齢者人口（３区分）と高齢化率の推移 

 
【出典】住民基本台帳（各年９月末時点、令和８年以降は推計値） 

資料： 全国・鳥取県・倉吉市の高齢化率の推移 

  
【出典】総務省「国勢調査」および国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

＜地域包括ケア「見える化」システム）＞ 
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（３）世帯数の推移 

高齢者を含む世帯数は、平成２７（20１５）年以降一貫して増加しています。一般世帯に占め

る高齢独居世帯の割合は増加し続けており、令和２（２０２０）年には 14.7％となっています。 

また、高齢者独居世帯・高齢者夫婦世帯いずれも、増加傾向で推移しています。 

 

資料： 高齢者を含む世帯数と一般世帯に占める高齢独居世帯の割合の推移 

 

【出典】総務省「国勢調査」および国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計」 

＜地域包括ケア「見える化」システム）＞ 

 

資料： 高齢者を含む世帯数と高齢者独居世帯・高齢者夫婦世帯の推移 

 

【出典】総務省「国勢調査」および国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計」 

＜地域包括ケア「見える化」システム）＞ 

 

9,513 9,565 9,617 9,670 9,722 9,774

13.1% 13.5% 13.8% 14.1% 14.4% 14.7%
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２． 要支援・要介護認定 

（１）要支援・要介護認定者数 

令和３（2021）年から令和６（202４）年まで要支援・要介護認定者数は緩やかな減少傾向

となっています。認定率も令和６年度までは緩やかな減少傾向が見られましたが、ここ２年で

は増加に転じており、令和８（２０２6）年２月末時点で認定率は 18.3％となっています。 

要支援・要介護認定者数の内訳をみると、要支援１から要介護２の占める割合が多くなって

います。 

資料： 第１号被保険者数、要支援・要介護認定者数、認定率の推移 

 

【出典】厚生労働省「介護保険事業状況報告」月報 

＜地域包括ケア「見える化」システム（各年９月末時点）＞ 

資料： 要支援・要介護認定者数（要介護度別）の推移 

 
【出典】厚生労働省「介護保険事業状況報告」月報 

＜地域包括ケア「見える化」システム（各年９月末時点）＞ 

 

15,615 15,580 15,472 15,434 15,398 15,345
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※２月末
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第１号被保険者数 要支援・要介護認定者数 認定率

（人） （%）

340 359 369 357 378 392
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３． 介護保険給付の状況 

（１）第１号被保険者１人あたり給付月額 

令和５年の第１号被保険者１人あたり調整給付月額をみると、施設および居住系サービスの

給付月額は 11,007 円、在宅サービスは 11,228 円となっています。在宅サービスについて

は全国（9,926 円）より高く、鳥取県（11,237 円）よりは低くなっています。施設および居住

系サービスについても、全国（10,755 円）より高く、鳥取県（11,366 円）よりは低くなって

います。 

資料： 全国・鳥取県・県内市町村の第１号被保険者１人あたり給付月額 

 

【出典】「介護保険総合データベース」および総務省「住民基本台帳人口・世帯数」 

＜地域包括ケア「見える化」システム（令和５年）＞
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（２）第９期計画値と給付実績との対比 

令和６（2024）年度における計画値と実績値を比較すると、第１号被保険者数の実績値は

対計画比 99.6％、同様に要介護認定者数は対計画比 101.1％となっており、おおむね計画

値どおりの実績値となっています。 

総給付費の実績値は対計画比 95.3％で、計画値に対し実績値が低い結果（約２億３千万

円）となり、サービス別にみると、特に施設サービスの対計画比が 90.4％と実績値が計画値

を下回る結果となっています。 

 

※資料：「見える化」システム 

 

令和７（2025）年度における計画値と実績値を比較すると、第１号被保険者数の実績

値は対計画比 100.0％、同様に要介護認定者数は対計画比 102.4％となっており、お

おむね計画値どおりの実績値となっています。 

総給付費の実績値は対計画比 98.6％で、計画値に対し実績値が低い結果（約６千８百

万円）となり、サービス別にみると、令和６年度と同様に施設サービスの対計画比が

92.9％と実績値が計画値を下回る結果となっています。 

 

※資料：「見える化」システム 

（※1）当該データ抽出時は「R8.1 月サービス提供分まで」のデータにつき、サービス提供月をベースに「11 か月で割り

戻して 1 か月平均値を割り出し、12 か月分を掛ける」という作業を行い算出しています。 

 

 
令和６（2024）年度 計画値 実績値

対計画比

 (実績値／計画値)

 第 1 号被保険者数（人） 15,493 15,434 99.6%

 要介護認定者数（人） 2,713 2,744 101.1%

 要介護認定率（%） 17.5 17.8 101.5%

 総給付費（円） 4,918,947,000 4,685,879,792 95.3%

 施設サービス（円） 1,737,974,000 1,570,277,884 90.4%

 居住系サービス（円） 798,652,000 799,424,432 100.1%

 在宅サービス（円） 2,554,191,000 2,316,177,476 97.2%

 第 1 号被保険者 1 人当たり給付費（円） 317,494.8 303,607.6 95.6%

 
令和７（2025）年度 計画値 実績値※1

対計画比

 (実績値／計画値)

 第 1 号被保険者数（人） 15,391 15,398 100.0%

 要介護認定者数（人） 2,711 2,776 102.4%

 要介護認定率（%） 17.6 18.0 102.4%

 総給付費（円） 4,917,972,000 4,850,262,269 98.6%

 施設サービス（円） 1,740,173,000 1,616,472,244 92.9%

 居住系サービス（円） 799,662,000 816,737,998 102.1%

 在宅サービス（円） 2,378,137,000 2,417,052,027 101.6%

 第 1 号被保険者 1 人当たり給付費（円） 319,535.6 314,993.0 98.6%
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IV． 本計画の策定体制と高齢者実態調査について 

（１）倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

学識経験者、保険・医療・福祉関係者、介護保険の被保険者などからなる「倉吉市いきいき長寿社

会推進協議会」を開催し、今後の高齢者福祉、介護保険事業のあり方や取組について検討を行って

いく予定となります。 

 

 

（２）パブリックコメントの実施 

第３回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会後に市民の皆様から幅広く意見をお聞きするため、パ

ブリックコメントを実施する予定となります。 

 

（３）高齢者の生活に関するアンケート（第 10 期介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

今後の高齢者福祉サービスや健康づくりの方策を検討するために、倉吉市内にお住まいの６５歳

以上の方（要介護・要介護認定者を除く）に対して、日頃の生活や介護の状況、サービスの利用意向

などの実態を調査し、計画策定における基礎的な資料を作成するために実施しました。 

 

 

（４）在宅介護実態調査 

高齢者を地域で支え合い、安心して暮らせる体制づくりを進めるために、介護を行っている方（介

護者）の実態把握を目的とした「倉吉市 在宅介護実態調査」を実施しました。 

今回の調査は、国が示した調査項目（設問）で実施し、「介護離職をなくしていくためにはどのよう

なサービスが必要か」を検討するうえでの基礎資料とします。 

 

・令和８年度：令和８年８月から令和６年３月までの間、４回程度開催予定

 
対象者

令和７年１１月１日現在、倉吉市内にお住まいの６５歳以上の方 

（要支援・要介護認定者を除く）

 実施期間 令和７年１1 月 24 日（月）～令和７年１２月 12（金）

 実施方法 郵送配布、郵送回収及びインターネットによる回答

 配布数 6,568 件 有効回答数 4,754 件

 回収数 4,756 件 有効回答率 72.4％
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（５）在宅生活改善調査 

在宅生活改善調査では、「過去１年間」の、①自宅等から居場所を変更した利用者の行先別人数や

②自宅等において死亡した利用者の人数、また、現在自宅等にお住まいの方で、「現在のサービス利

用では、生活の維持が難しくなっている方」の、①人数や②生活の維持が難しくなっている理由、③

生活の改善のために必要な支援・サービス等を把握します。 

そして、調査の結果や、調査結果に基づいた関係者間での議論を通じ、住み慣れた地域での生活

の継続性を高めるために必要な支援やサービス、連携のあり方を検討し、介護保険事業計画に反映

していくことを目的としています。 

 

 

※留意点 

分析結果を見る際の留意点は以下の通りとなっている。 

１．「ｎ」は「ｎｕｍｂｅｒ」の略で、比率算出の母数。 

２．単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小数点

第１位までを表記。このため、百分率の合計が１００．０％とならない場合がある。　 

３．複数回答の場合、図中にＭＡ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｎｓｗｅｒ＝いくつでも）、３ＬＡ（３　Ｌｉｍｉｔｅｄ　Ａｎｓｗｅｒ＝ 

３つまで）と記載している。また、不明（無回答）はグラフ・表から除いている場合がある。 

４．各種リスクの非該当には判定不能も含む。 

５．表内において、上位１位、上位２位には色付けをしている。また、全体と比べて１０ポイント以上高い場

合には△、１０ポイント以上低い場合には▼の記号を付けている。 

 

 

 
対象者

令和７年１0 月１日現在、倉吉市内にお住まいの要介護認定を受けている６５歳以上の方

（施設入所などを除く）

 実施期間 令和７年１1 月 24 日（月）～令和７年１２月 12（金）

 実施方法 郵送配布、郵送回収及びインターネットによる回答

 配布数 939 件 有効回答数 458 件

 回収数 459 件 有効回答率 48．8％

 
対象者 倉吉市内で事業を行っている居宅介護支援事業所及び所属するケアマネジャーの方

 実施期間 令和７年１1 月 24 日（月）～令和７年１２月 12（金）

 実施方法 メール配布、メール回収

 配布数 21 事業所 有効回答数 13 事業所

 回収数 13 事業所 有効回答率 61.9％
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V． 高齢者の生活に関するアンケート結果（抜粋） 

１． 回答者の生活状況 

（１）回答者の属性 

 

 

 

単位：上段（人）／下段（％）
 全

 
体

上
北
条

上
井

西
郷

上
灘

成
徳

明
倫

灘
手

社 北
谷

高
城

小
鴨

上
小
鴨

関
金

無
回
答

全  体 4,754 404 405 376 386 366 366 234 403 320 355 376 356 405 2
  100.0    8.5    8.5    7.9    8.1    7.7    7.7    4.9    8.5    6.7    7.5    7.9    7.5    8.5    0.0

性別
男性 2,054    173    172    165    161    153    143    105    181    149    169    150    148    185      -
  100.0    8.4    8.4    8.0    7.8    7.4    7.0    5.1    8.8    7.3    8.2    7.3    7.2    9.0      -
女性 2,698    231    233    211    225    213    223    129    222    171    186    226    208    220      -
  100.0    8.6    8.6    7.8    8.3    7.9    8.3    4.8    8.2    6.3    6.9    8.4    7.7    8.2      -

年齢
前期高齢者 2,153    184    180    189    156    141    134    116    188    158    180    164    168    195      -
  100.0    8.5    8.4    8.8    7.2    6.5    6.2    5.4    8.7    7.3    8.4    7.6    7.8    9.1      -
後期高齢者 2,599    220    225    187    230    225    232    118    215    162    175    212    188    210      -
  100.0    8.5    8.7    7.2    8.8    8.7    8.9    4.5    8.3    6.2    6.7    8.2    7.2    8.1      -

年齢
65～69歳    886     78     83     78     64     69     55     47     74     69     65     58     68     78      -
  100.0    8.8    9.4    8.8    7.2    7.8    6.2    5.3    8.4    7.8    7.3    6.5    7.7    8.8      -
70～74歳 1,267    106     97    111     92     72     79     69    114     89    115    106    100    117      -
  100.0    8.4    7.7    8.8    7.3    5.7    6.2    5.4    9.0    7.0    9.1    8.4    7.9    9.2      -
75～79歳 1,211    105    108     88    105     90     88     53    100     88     87     99     95    105      -
  100.0    8.7    8.9    7.3    8.7    7.4    7.3    4.4    8.3    7.3    7.2    8.2    7.8    8.7      -
80～84歳    768     73     62     66     66     70     74     32     72     38     44     66     49     56      -
  100.0    9.5    8.1    8.6    8.6    9.1    9.6    4.2    9.4    4.9    5.7    8.6    6.4    7.3      -
85歳以上    620     42     55     33     59     65     70     33     43     36     44     47     44     49      -
  100.0    6.8    8.9    5.3    9.5   10.5   11.3    5.3    6.9    5.8    7.1    7.6    7.1    7.9      -

性・年齢
男性　前期高齢者    987     83     80     89     74     63     57     54     87     69     94     67     74     96      -
  100.0    8.4    8.1    9.0    7.5    6.4    5.8    5.5    8.8    7.0    9.5    6.8    7.5    9.7      -
　　　後期高齢者 1,067     90     92     76     87     90     86     51     94     80     75     83     74     89      -
  100.0    8.4    8.6    7.1    8.2    8.4    8.1    4.8    8.8    7.5    7.0    7.8    6.9    8.3      -
女性　前期高齢者 1,166    101    100    100     82     78     77     62    101     89     86     97     94     99      -
  100.0    8.7    8.6    8.6    7.0    6.7    6.6    5.3    8.7    7.6    7.4    8.3    8.1    8.5      -
　　　後期高齢者 1,532    130    133    111    143    135    146     67    121     82    100    129    114    121      -
  100.0    8.5    8.7    7.2    9.3    8.8    9.5    4.4    7.9    5.4    6.5    8.4    7.4    7.9      -
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（２）家族構成 

●問 1.1　家族構成を教えてください。（１つだけ○） 

【家族構成】 
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凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

19.6 

16.3 

12.9 

16.6 

28.7 

34.1 

35.4 

46.0 

34.6 

24.5 

3.3 

8.4 

2.8 

1.5 

1.6 

21.7 

17.0 

20.3 

23.8 

24.1 

19.5 

22.1 

15.9 

22.4 

18.2 

1.8 

0.8 

2.0 

1.1 

2.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 【全体】 

○ 「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」が 34.1％で最も多く、次いで、「息子・娘との２世帯」が

21.7％、「一人暮らし」が 19.6％となっています。 

【性・年齢】 

○ 前期・後期高齢者ともに女性では男性に比べて「一人暮らし」が多くなっています。 

【圏域】 

○ 「一人暮らし」は成徳（28.7％）、上灘（27.2％）、明倫（25.1％）が他の区分に比べて多くなっ

ています。
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[ 凡例 ]

上北条

（n=404）

上井

（n=405）

西郷

（n=376）

上灘

（n=386）

成徳

（n=366）

明倫

（n=366）

灘手

（n=234）

社

（n=403）

北谷

（n=320）

高城

（n=355）

小鴨

（n=376）

上小鴨

（n=356）

関金

（n=405）

圏
域

15.6 

21.5 

22.9 

27.2 

28.7 

25.1 

10.3 

16.9 

12.2 

16.3 

18.9 

16.9 

18.0 

41.3 

36.0 

34.3 

33.2 

36.6 

33.1 

31.6 

37.2 

30.3 

28.5 

33.5 

31.2 

33.6 

4.2 

2.7 

2.4 

3.4 

2.7 

2.5 

5.1 

3.0 

4.1 

3.1 

2.9 

3.7 

3.7 

18.3 

19.3 

21.3 

15.8 

15.6 

19.9 

28.2 

22.6 

27.8 

28.7 

22.6 

24.2 

22.0 

19.1 

19.0 

17.8 

19.2 

14.5 

17.8 

23.1 

18.4 

22.5 

21.1 

19.4 

22.5 

21.5 

1.5 

1.5 

1.3 

1.3 

1.9 

1.6 

1.7 

2.0 

3.1 

2.3 

2.7 

1.7 

1.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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（３）介護・介助の必要性 

●問 1.2　あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。（１つだけ○） 

【介護・介助の必要性】 

 

 

介
護
・
介
助
は
必
要
な
い

何
ら
か
の
介
護
・
介
助
は
必
要
だ
が
、

現
在
は
受
け
て
い
な
い

現
在
、

何
ら
か
の
介
護
を
受
け
て
い
る

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

一人暮らし

（n=931）

夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

（n=1,621）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）

（n=156）

息子・娘との２世帯

（n=1,031）

その他

（n=929）

性
・
年
齢

家
族
構
成

84.5 

89.7 

81.2 

94.0 

76.2 

81.8 

88.6 

87.2 

83.3 

83.1 

5.0 

4.3 

7.6 

1.0 

6.8 

6.9 

4.4 

5.1 

4.8 

4.5 

6.4 

3.1 

7.1 

2.3 

11.1 

8.1 

3.8 

3.8 

7.2 

8.6 

4.1 

2.9 

4.1 

2.7 

5.9 

3.2 

3.3 

3.8 

4.7 

3.8 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 【全体】 

○ 「介護・介助は必要ない」が 84.5％で最も多く、次いで、「現在、何らかの介護を受けている」

が 6.4％、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 5.0％となっています。 

【性・年齢】 

○ 女性　前期高齢者では、「介護・介助は必要ない」が 94.0％で最も多く、次いで、「現在、何ら

かの介護を受けている」が 2.3％、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が

1.0％となっています。 

【家族構成】 

○ 夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）では、「介護・介助は必要ない」が 88.6％で最も多く、次

いで、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が4.4％、「現在、何らかの介護

を受けている」が 3.8％となっています。
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●問 1.2-1　介護・介助が必要になった主な原因は何ですか。（いくつでも○） 

【介護・介助が必要になった主な原因】 

 

 

 【全体】 

○ 「高齢による衰弱」が 24.1％で最も多く、次いで、「その他」が 15.3％、「脳卒中（脳出血・脳梗

塞等）」が 15.1％となっています。
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２． 回答者の身体状態 

（１）リスク判定結果 

◆運動器の機能低下リスク 
●運動器の機能低下リスクの判定方法 

以下の設問に対して５問中３問以上該当する場合は、運動器機能の低下している高齢者となります。 

 

 

 
 

 

該
当

非
該
当

判
定
不
能

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

18.8 

8.5 

19.6 

10.7 

31.1 

78.9 

90.3 

78.6 

87.6 

65.0 

2.3 

1.2 

1.8 

1.7 

3.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 設問 選択肢

 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか できない

 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか できない

 15 分位続けて歩いていますか できない

 過去 1 年間に転んだ経験がありますか 何度もある／1 度ある

 
転倒に対する不安は大きいですか

とても不安である／ 

やや不安である

 【全体】 

○ 「該当」が 18.8％、「非該当」が 78.9％となっています。 

【性・年齢】 

○ 前期・後期高齢者ともに女性では男性に比べて「該当」が多くなっています。
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◆転倒リスク 
●転倒リスクの判定方法 

以下の設問に対して該当する場合は、転倒リスクのある高齢者となります。 

 

 

 
 

 

該
当

非
該
当

判
定
不
能

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

35.7 

31.2 

38.8 

30.4 

40.5 

62.7 

67.6 

59.8 

68.4 

57.2 

1.6 

1.2 

1.4 

1.2 

2.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 設問 選択肢

 過去 1 年間に転んだ経験がありますか 何度もある／1 度ある

 【全体】 

○ 「該当」が 35.7％、「非該当」が 62.7％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて「該当」が多くなっています。
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◆閉じこもりのリスク 
●閉じこもりのリスクの判定方法 

以下の設問に対して該当する場合は、閉じこもり傾向のある高齢者となります。 

 

 

 
 

該
当

非
該
当

判
定
不
能

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

一人暮らし

（n=931）

夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

（n=1,621）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）

（n=156）

息子・娘との２世帯

（n=1,031）

その他

（n=929）

性
・
年
齢

家
族
構
成

17.8 

10.3 

18.5 

11.1 

27.3 

22.0 

13.8 

15.4 

19.0 

18.4 

80.7 

88.7 

80.6 

87.3 

70.6 

76.0 

85.1 

82.7 

79.7 

80.0 

1.5 

1.0 

0.9 

1.5 

2.2 

1.9 

1.1 

1.9 

1.3 

1.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 設問 選択肢

 週に 1 回以上は外出していますか ほとんど外出しない／週 1 回

 【全体】 

○ 「該当」が 17.8％、「非該当」が 80.7％となっています。 

【性・年齢】 

○ 一人暮らしでは、「該当」が 22.0％と他の項目に比べて多くなっています。
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◆口腔機能の低下のリスク 
●口腔機能の低下のリスクの判定方法 

以下の設問に対して３問中２問該当する場合は、口腔機能の低下している高齢者となります。 

 

 

 
 

 

該
当

非
該
当

判
定
不
能

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

24.5 

22.2 

29.5 

18.8 

27.0 

74.0 

76.9 

69.2 

80.5 

70.4 

1.5 

0.9 

1.3 

0.7 

2.5 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 設問 選択肢

 【咀 嚼 機 能 低 下】半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい

 【嚥 下 機 能 低 下】お茶や汁物等でむせることがありますか はい

 【肺炎発症リスク】口の渇きが気になりますか はい

 【全体】 

○ 「該当」が 24.5％、「非該当」が 74.0％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて「該当」が多くなっています。
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◆栄養改善のリスク 
●栄養改善のリスクの判定方法 

以下の設問に対して該当する場合は、栄養改善リスクのある高齢者となります。 

 

 

 
 

該
当

非
該
当

判
定
不
能

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

9.1 

4.7 

7.2 

11.2 

11.7 

86.9 

93.4 

89.4 

85.9 

81.6 

4.0 

1.9 

3.4 

2.8 

6.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 設問 選択肢

 身長・体重から算出される BMI（体重（kg）÷身長（m）2） 18.5 未満

 【全体】 

○ 「該当」が 9.1％、「非該当」が 86.9％となっています。 

【性・年齢】 

○ 前期・後期高齢者ともに女性では男性に比べて「該当」が多くなっています。
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◆低栄養のリスク 
●低栄養のリスクの判定方法 

以下の設問に対して２問中２問該当する場合は、低栄養状態にある高齢者となります。 

 

 

 
 

該
当

非
該
当

判
定
不
能

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

1.8 

1.0 

2.4 

1.6 

1.9 

88.2 

92.6 

85.3 

90.3 

85.8 

10.0 

6.4 

12.3 

8.1 

12.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 設問 選択肢

 身長・体重から算出される BMI（体重（kg）÷身長（m）2） 18.5 未満

 6 か月間で 2～3kg 以上の体重減少がありましたか はい

 【全体】 

○ 「該当」が 1.8％、「非該当」が 88.2％となっています。
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◆認知機能の低下のリスク 
●認知機能の低下リスクの判定方法 

以下の設問に対して該当する場合は、認知機能の低下がみられる高齢者となります。 

 

 

 
 

 

 

 

該
当

非
該
当

判
定
不
能

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

40.6 

35.3 

47.5 

33.4 

44.8 

56.4 

63.1 

48.7 

64.1 

51.7 

2.9 

1.6 

3.7 

2.6 

3.5 

 設問 選択肢

 物忘れが多いと感じますか はい

 【全体】 

○ 「該当」が 40.6％、「非該当」が 56.4％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて「該当」が多くなっています。
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◆うつのリスク 
●うつのリスクの判定方法 

以下の設問に対して２問中いずれか１つでも該当する場合は、うつ傾向の高齢者となります。 

 

 

 
 

該
当

非
該
当

判
定
不
能

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

45.0 

44.0 

45.1 

45.1 

45.5 

50.8 

53.4 

49.8 

52.1 

48.8 

4.2 

2.6 

5.2 

2.7 

5.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 設問 選択肢

 この 1 か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることが 

ありましたか
はい

 この 1 か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から 

楽しめない感じがよくありましたか
はい

 【全体】 

○ 「該当」が 45.0％、「非該当」が 50.8％となっています。
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（２）孤食の状況 

●問 3.8　どなたかと食事をともにする機会はありますか。（１つだけ○） 

 

【孤食の状況】 

 

 

毎
日
あ
る

週
に
何
度
か
あ
る

月
に
何
度
か
あ
る

年
に
何
度
か
あ
る

ほ
と
ん
ど
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

59.2 

65.2 

58.9 

66.9 

49.6 

6.1 

5.5 

3.8 

6.1 

8.2 

10.7 

7.0 

9.5 

10.8 

14.0 

10.3 

6.6 

10.2 

7.5 

15.0 

9.8 

12.6 

12.5 

4.8 

9.9 

3.9 

3.1 

5.2 

3.9 

3.4 

 【全体】 

○ 「毎日ある」が 59.2％で最も多く、次いで、「月に何度かある」が 10.7％、「年に何度かある」

が 10.3％となっています。「年に何度かある」「ほとんどない」を合わせた“孤食傾向の方”は

24.0％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに前期高齢者では後期高齢者に比べて「毎日ある」が多くなっています。
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（３）疾病の状況 

●問８.7　現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（いくつでも○） 

【現在治療中、または後遺症のある病気】 

 

 

 

13.3

44.4

5.3

9.7

15.7

14.2

5.8

5.4

7.0

12.2

3.1

5.1

2.2

1.2

1.2

0.7

17.6

4.4

9.5

5.7

0 20 40 60 80 100

ない

高血圧

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

無回答

(n=4,754)
(MA%)

 【全体】 

○ 「高血圧」が 44.4％で最も多く、次いで、「目の病気」が 17.6％、「糖尿病」が 15.7％となって

います。 

【性・年齢】 

○ 前期高齢者・後期高齢者男女ともに、男性は女性に比べて「糖尿病」が多くなっています。 

○ 「高脂血症（脂質異常）」は女性　前期高齢者が 20.8％と他の区分に比べて多くなっています。
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３． 地域活動の状況 

（１）会・グループへの参加頻度 

●問 5.1　以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか。 

（①～⑧それぞれ１つ） 

【会・グループ等への参加頻度】 

 

 

 

 

週
４
回
以
上

週
２
～

３
回

週
１
回

月
１
～

３
回

年
に
数
回

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

①ボランティアのグループ
（n=4,754）

②スポーツ関係のグループやクラブ
（n=4,754）

③趣味関係のグループ
（n=4,754）

④学習・教養サークル
（n=4,754）

⑤（なごもう会などの）介護予防のための
通いの場（n=4,754）

⑥老人クラブ
（n=4,754）

⑦町内会・自治会
（n=4,754）

⑧収入のある仕事
（n=4,754）

会
・
グ
ル
ー

プ
等
の
参
加
頻
度

0.8 

2.4 

1.4 

0.2 

0.2 

0.1 

0.5 

14.9 

1.1 

4.8 

2.8 

0.8 

1.0 

0.3 

0.5 

5.7 

1.0 

4.1 

3.8 

1.5 

0.8 

0.4 

0.9 

1.9 

4.4 

3.7 

9.4 

3.2 

2.9 

2.4 

7.3 

2.8 

7.7 

4.5 

8.1 

6.4 

2.2 

7.3 

38.3 

5.3 

64.1 

61.7 

56.4 

67.0 

73.2 

70.0 

35.6 

51.2 

20.8 

18.8 

18.1 

21.0 

19.7 

19.5 

16.9 

18.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 【全体】 

○ “週１回以上（「週４回以上」「週２～３回」「週１回」）”は⑧　収入のある仕事（22.5％）、②　ス

ポーツ関係のグループやクラブ（11.3％）、③　趣味関係のグループ（8.0％）の順に多くなっ

ています。 

○ 「参加していない」は⑤　（なごもう会などの）介護予防のための通いの場が 73.2％で最も多

くなっています。
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（２）健康づくり活動や趣味等のグループ活動への参加意向 

●問 5.2　地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加して

みたいと思いますか。（１つだけ○） 

【地域づくり活動に対する参加者としての参加意向】 

 
 

是
非
参
加
し
た
い

参
加
し
て
も
よ
い

参
加
し
た
く
な
い

既
に
参
加
し
て
い
る

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

6.2 

4.2 

4.4 

6.7 

8.3 

46.0 

51.7 

46.1 

49.0 

40.1 

35.3 

37.5 

35.3 

34.9 

34.3 

5.8 

3.9 

6.6 

4.9 

7.2 

6.7 

2.8 

7.6 

4.5 

10.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 【全体】 

○ 「参加してもよい」が 46.0％で最も多く、次いで、「参加したくない」が 35.3％、「是非参加した

い」が6.2％となっています。「是非参加したい」「参加してもよい」を合わせた“参加意向がある

方”は 52.2％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに前期高齢者では後期高齢者に比べて「参加してもよい」が多くなっています。
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●問 5.3　地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）

として参加してみたいと思いますか。（１つだけ○） 

【地域づくり活動に対するお世話役としての参加意向】 

 
 

是
非
参
加
し
た
い

参
加
し
て
も
よ
い

参
加
し
た
く
な
い

既
に
参
加
し
て
い
る

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体

（n=4,754）

男性　前期高齢者

（n=987）

　　　後期高齢者

（n=1,067）

女性　前期高齢者

（n=1,166）

　　　後期高齢者

（n=1,532）

性
・
年
齢

2.7 

2.7 

2.0 

2.9 

3.0 

28.9 

33.9 

29.9 

30.2 

23.9 

56.8 

56.7 

54.3 

58.7 

57.0 

4.4 

3.6 

5.4 

3.2 

5.0 

7.3 

2.9 

8.4 

5.1 

11.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

 【全体】 

○ 「参加したくない」が 56.8％で最も多く、次いで、「参加してもよい」が 28.9％、「既に参加して

いる」が 4.4％となっています。「是非参加したい」「参加してもよい」を合わせた“参加意向があ

る方”は 31.6％となっています。
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４． その他 

（１）情報収集の手段 

●問 10.1　日常生活に関する情報の収集手段は何ですか。（いくつでも○） 

【情報収集の手段】 

 

 

 【全体】 

○ 「テレビ」が 93.2％で最も多く、次いで、「新聞」が 78.4％、「市の広報誌」が 50.4％となって

います。 

【性・年齢】 

○ 前期・後期高齢者ともに女性では男性に比べて「雑誌」、「市の広報誌」、「家族・親族」、「友人・

知人」が多くなっています。 

○ 「インターネット」は女性　後期高齢者が 12.7％と他の区分に比べて少なくなっています。
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VI． 在宅介護実態調査結果（抜粋） 

１． 回答者の生活状況 

（１）世帯類型 

●問２　調査の対象者の世帯類型について、ご回答ください。（１つだけ○） 

【世帯類型】 

 

 

（２）施設等への入所・入居の検討状況 

●問１１　現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください。 

（１つだけ○） 

【施設等への入所・入居の検討状況】 

 
 

 【全体】 

○ 「その他」の割合が 45.4%と最も高く、次いで、「単身世帯（30.3%）」、「夫婦のみ世帯

（22.7%）」となっています。

 【全体】 

○ 「検討していない」の割合が 49.1%と最も高く、次いで、「申請済み（25.3%）」、「検討中

（17.0%）」となっています。
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（３）本人が抱えている傷病 

●問１２　調査の対象者が、現在抱えている傷病について、ご回答ください。（いくつでも〇） 

【本人が抱えている傷病】 

 
 

 【全体】 

○ 疾患別に見ると、「認知症」の割合が最も高く 45.6%となっている。次いで、、「心疾患

（19.2%）」、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）（17.5%）」となっています。
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２． 介護者の状況 

（１）主な介護者 

●問４　調査の対象者を、主に介護している方は、どなたですか。（１つだけ○） 

●問６　調査の対象者を、主に介護している方の年齢について、ご回答ください。（１つだけ○）  

●問１　主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください。（１つだけ○） 

　　　　　　　　　　　　　【主な介護者】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【主な介護者の勤務形態】 

 

 

【主な介護者の年齢】 

 

 

 

 

 【全体】 

○ 主な介護者の本人との関係は、「子」の割合が 54.4%と最も高く、次いで、「配偶者

（26.2%）」、「子の配偶者（9.6%）」となっています。 

○ 主な介護者の年齢は、「60 代」の割合が 42.1%と最も高く、次いで、「70 代（25.6%）」、「50

代（16.1%）」となっています。 

○ 主な介護者の勤務形態は、「働いていない」の割合が 46.8%と最も高く、次いで、「フルタイム

勤務（22.8%）」、「パートタイム勤務（17.5%）」となっています。

22.8% 17.5% 46.8%

0.6%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=355)

フルタイム勤務 パートタイム勤務 働いていない わからない 無回答
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（２）家族等による介護の状況 

●問３　調査の対象者は、ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか。 

（同居していない子どもや介護を含む）（１つだけ○） 

【家族等からの介護の頻度】 

 

 

（３）介護のための離職の有無 

●問８　ご家族やご親族の中で、調査の対象者の介護を主な理由として、過去１年の間に仕事

を辞めた方はいますか。 

（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いません）（いくつでも〇） 

【介護のための離職の有無】 

 

 

 【全体】 

○ 家族等からの介護頻度は、「ほぼ毎日」の割合が 56.3%と最も高く、次いで、「ない

（22.5%）」、「週 1～2 日（7.0%）」となっています。

 【全体】 

○ 「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」の割合が 64.5%と最も高く、次いで、「主な

介護者が仕事を辞めた（転職除く）（6.5%）」、「わからない（3.4%）」となっています。
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（４）介護者の働き方の調整の状況 

●問 2 主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしていま

すか。（いくつでも○） 

【主な介護者の働き方の調整等】 

 

 

●問 4　主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（１つだけ○） 

【今後も働きながら介護を続けていけそうか】 

 
 

27.8%

23.0%

20.9%

2.7%

8.0%

1.1%

23.5%

0% 20% 40%

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免

除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」し

ながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」

を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、

働いている

介護のために、2～4以外の調整をしながら、

働いている

わからない

無回答

合計(n=187)

10.7% 50.3% 7.0%

4.8% 0.5%

26.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=187)

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

わからない 無回答

 【全体】 

○ 「特に行っていない」の割合が 35.9%と最も高く、次いで、「介護のために、「労働時間を調整

（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている（23.0％）」、「介護のた

めに、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りながら、働いている（20.9%）」となっています。

 【全体】 

○ 「問題はあるが、何とか続けていける」の割合が 50.3%と最も高く、次いで、「問題なく、続けて

いける（10.7%）」、「続けていくのは、やや難しい（7.0%）」となっています。
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●問 3　  主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効

果があると思いますか。（３つまで○） 

【就労の継続に向けて効果的であると考えられる勤め先からの支援】 

 
 

 【全体】 

○ 「介護休業・介護休暇等の制度の充実」の割合が 20.9%と最も高く、次いで、「制度を利用し

やすい職場づくり（19.3%）」、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）（17.1%）」と

なっています。
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３． 主な介護者が行う介護と支援・サービスの利用 

（１）主な介護者が行っている介護等 

●問７　現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください。 

（いくつでも○） 

【主な介護者が行う介護等】 

 

 

28.7%

21.4%

24.8%

24.8%

27.6%

40.0%

27.9%

67.9%

60.3%

42.8%

13.5%

74.4%

79.2%

77.5%

2.8%

0.0%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

合計(n=355)

 【全体】 

○ 「その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）」の割合が 79.2%と最も高く、次いで、「金銭管理や

生活面に　必要な諸手続き（77.5%）」、「食事の準備（調理等）（74.4%）」、「外出の付き添

い、送迎等（67.9%）」となっています。
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（２）主な介護者が不安に感じる介護等 

●問 5　現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等につ

いて、ご回答ください。（現状で行っているか否かは問いません）（３つまで○） 

【主な介護者が不安に感じる介護等】 

 

20.6%

30.1%

6.5%

19.7%

6.2%

5.4%

9.0%

14.6%

7.9%

29.3%

3.1%

18.9%

6.2%

9.9%

6.8%

5.9%

0.8%

14.1%

0% 20% 40%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

合計(n=355)

 【全体】 

○ 「夜間の排泄」の割合が 30.1%と最も高く、次いで、「認知症状への対応（29.3%）」、「日中の

排泄（20.6%）」となっています。
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（３）介護保険サービスの利用 

●問 14　あて名のご本人は、現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービ

スを利用していますか。（１つだけ○） 

●問 15　介護保険サービス未利用の理由を、ご回答ください。（いくつでも○） 

【介護保険サービスの利用の有無】 

 

【介護保険サービスの未利用の理由】 

 

 

69.4% 25.5% 5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=458)

利用している 利用していない 無回答

38.7%

17.6%

26.1%

2.5%

8.4%

1.7%

12.6%

7.6%

12.6%

6.7%

0% 20% 40% 60%

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が分からない

その他

無回答

合計(n=119)

 【全体】 

○ 介護保険サービスの利用について、「利用している」の割合が 69.4%と最も高く、次いで、「利

用していない（25.5%）」となっています。 

○ 介護保険サービスを利用しない理由は、「現状では、サービスを利用するほどの状態ではな

い」の割合が 38.7%と最も高く、次いで、「家族が介護をするため必要ない（26.1%）」、「本人

にサービス利用の希望がない（17.6%）」となっています。
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（4）介護保険サービス以外の支援・サービス 

●問 9　現在、調査の対象者が利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービスにつ

いて、ご回答ください。（いくつでも○） 

●問１0　今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスについて、ご回答ください。 

（いくつでも○） 

【現在利用している「介護保険サービス以外」の支援等、在宅生活の継続に必要な支援等】 

 

【在宅生活の継続のために充実が必要な支援・サービス】 

16.8%

10.7%

13.3%

10.0%

11.6%

13.3%

11.4%

11.8%

4.1%

8.3%

45.6%

10.3%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

合計(n=458)

16.4%

11.8%

14.8%

11.8%

10.7%

25.5%

26.0%

19.0%

8.5%

7.9%

30.3%

14.0%

0% 20% 40%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

合計(n=458)

 【全体】 

○ 現在利用している「介護保険サービス以外」の支援等について、「利用していない」の割合が

45.6%と最も高く、次いで、「配食（16.8%）」、「外出同行（通院、買い物など）（13.3%）」「掃

除・洗濯（13.3%）」となっています。 

○ 在宅生活の継続に必要な支援等について、「特になし」の割合が 30.3%と最も高く、次いで、

「移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）（26.0%）」、「外出同行（通院、買い物など）（25.5%）」と

なっています。


